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ス�

「
法
制
史
学
方
法
論
の
百
年
―
―
歴
史
法
学
の
過

去
・
現
在
」
―
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
法
制
史

講
座
百
年
記
念
講
演
―

西
村　

重
雄
（
訳
）

第
一
節

［
一
四
七
］
一
九
一
八
年
本
講
座
創
設
に
際
し
、「
歴
史
法
学
講
座
」

（Institut�für�geschichitliche�Rechtsw
issenshaft

）
と
命
名

さ
れ
、「
モ
ム
ゼ
ン
を
記
念
し
、
古
代
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
を
そ
の

歴
史
的
発
展
に
お
い
て
研
究
す
る
こ
と
」
を
そ
の
目
的
と
し
た
。
こ

の
講
演
で
は
「
歴
史
法
学
」
の
概
念
に
絞
っ
て
お
話
を
し
た
い（

１
）。「

歴

史
法
学
」と
い
う
表
現
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
一
八
一
五
年
に
そ
の「
歴

史
法
学
雑
誌
」
創
刊
号
に
お
い
て
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る（

２
）。

サ

ヴ
ィ
ニ
ー
は
、「
歴
史
法
学
」
を
「
非
歴
史
的
法
学
」
に
対
置
す
る
。

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、「
非
歴
史
的
」
法
学
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
洞
察
と
力
量
に
応
じ
て
、
そ
の
存
在
と
世
界

（87－4－45）

を
、
自
由
に
思
い
の
ま
ま
に
生
み
出
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

歴
史
が
「
非
歴
史
的
法
学
派
」
に
と
っ
て
も
意
味
が
あ
る
こ
と
は
、

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
も
認
め
る
。
し
か
し
、
歴
史
か
ら
「
過
去
が
そ
の
在
り

方
で
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
か
」
を
学
ぶ
た
め
の
み
、
従
っ
て
、「
歴

史
は
精
神
的
政
治
的
実
例
集
成
で
あ
る（

３
）」。

こ
れ
に
対
し
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
法
は
、
人
々
の
間
で

あ
る
い
は
意
識
せ
ず
に
、
あ
る
い
は
専
門
的
に
で
は
な
く
形
作
ら
れ

て
有
機
的
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
法
律
家
の
任
務
は
、
こ
の
両

者
を
意
識
的
行
為
に
取
り
込
み
、
法
に
形
作
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

「
生
成
」
か
ら
「
存
在
」
を
引
出
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
芸
術

家
が
そ
の
芸
術
に
お
い
て
認
識
し
た
も
の
を
表
現
す
る
の
と
ま
っ
た

く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
有
機
的
法
理
論
の
核

心
で
あ
る
。『
使
命
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
恣
意
的
立
法
に
対
し
、

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
強
い
嫌
悪
感
を
示
す
こ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ま
た

理
解
し
う
る
。［
一
四
八
］
恣
意
的
な
立
法
は
、
有
機
的
に
生
れ
育
っ

た
も
の
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
後
に
な
っ
て
有
機
的
生

成
物
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い（

４
）。

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
哲
学
的

に
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
客
観
的
観
念
論
に
最
も
近
い
で
あ
ろ
う
が
、
だ

か
ら
と
言
っ
て
、
客
観
的
観
念
論
者
と
目
す
べ
き
で
は
な
い（

５
）。

ほ
か

の
学
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
従
わ
ず
、
ま
た
、
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シ
ェ
リ
ン
グ
の
観
念
論
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
お
よ
び
そ
の
体
系

が
優
勢
を
占
め
た
の
で
影
が
薄
か
っ
た
。

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
見
解
は
、
こ
の
後
の
点
の
た
め
に
、
あ
ま
り
賛
同

を
見
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
モ
ム
ゼ
ン
の
見
解
が
一

九
世
紀
後
半
に
お
い
て
は
歴
史
法
学
に
関
す
通
説
的
理
解
を
代
表
す

る
。
こ
れ
は
、
モ
ム
ゼ
ン
が
、
法
の
歴
史
を
歴
史
学
の
基
本
支
柱
に

据
え
、
歴
史
学
に
お
い
て
大
立
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
影
響
し
て

い
る
。
モ
ム
ゼ
ン
は
、
そ
の
見
解
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
思
想
的

潮
流
の
代
表
的
人
物
の
役
割
を
演
じ
た
が
、
同
時
に
、
特
別
の
位
置

を
占
め
る
。
ニ
ー
ブ
ー
ル
が
従
来
の
ギ
リ
シ
ャ
至
上
主
義
か
ら
方
向

転
換
し
ロ
ー
マ
お
よ
び
ロ
ー
マ
史
に
傾
倒
し
、
モ
ム
ゼ
ン
は
こ
れ
に

追
随
し（

６
）、

ま
た
、
ニ
ー
ブ
ー
ル
と
同
じ
く
文
献
学Philologie

と
歴

史
学
を
結
合
し
た
。
モ
ム
ゼ
ン
は
、
国
家
を
基
礎
と
し
て
ロ
ー
マ
史

を
叙
述
し
た
の
で
、
国
法
研
究
に
献
身
的
努
力
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、

国
家res�publica

が
問
題
の
中
心
で
あ
り
、
個
人
が
そ
の
共
同
体
に

組
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
る（

７
）。

モ
ム
ゼ
ン
は
、
ニ
ー
ブ
ー
ル
と
同
じ
く

次
の
よ
う
に
考
え
る
。
ロ
ー
マ
史
の
叙
述
は
た
だ
公
制
度
に
つ
い
て

の
み
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
の
み
が
確
実
な
基
礎
を
提
供
す

る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ム
ゼ
ン
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
歴
史
家
達
の
記
述

に
は
信
頼
を
置
け
な
い
も
の
と
看
做
し
た
。
因
み
に
、
上
記
の
見
解

は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
国
家
の
位
置
と
よ
く
符
号
す
る
が
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
解
が
モ
ム
ゼ
ン
に
影
響
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
理
論
は
、
そ
の
高
弟
キ
ー
ル
大
学
ロ
ー
マ
法
教
授
ブ

ル
ヒ
ャ
ル
デ
ィBruchardi

を
介
し
て
、
同
大
学
在
籍
の
モ
ム
ゼ
ン

に
伝
え
ら
れ
た（

８
）。［

一
四
九
］
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
同
じ
く
、
モ
ム
ゼ
ン

も
歴
史
と
法
を
結
び
付
け
た
。
も
っ
と
も
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
は
異
な

り
、
歴
史
を
存
在
す
る
も
の
（
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
将
来
の
そ
れ
も
）

を
弁
明
し
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
見
る（

９
）の

で
は
な
く
、
そ
の
反
対

に
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
モ
ム
ゼ
ン
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
代

の
要
請
に
応
ず
る
も
の
だ
け
が
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
の
違
い
は
あ
る

と
は
い
え
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
モ
ム
ゼ
ン
は
共
に
、
法
制
度
に
お
い
て
、

時
代
遅
れ
に
な
っ
た
も
の
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
点
で
は
同
じ
見
解
で
あ
っ
た
。
モ
ム
ゼ
ン
は
法
学
部
学
生
時
代
に

す
で
に
、
ロ
ー
マ
史
研
究
に
は
、
法
律
学
と
文
献
学
を
結
び
付
け
る

こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ブ
ー

ル
と
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
か
ら
影
響
を
受
け
た
、
と
一
八
五
八
年
自
ら
述
べ

て
い
る

）
（1
（

。
第
二
節

モ
ム
ゼ
ン
に
と
っ
て
、
歴
史
学
の
内
部
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
歴
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史
学
の
枠
外
で
、
法
律
学
の
特
別
の
任
務
が
何
に
あ
り
、
ま
た
、
法

律
学
は
ど
の
よ
う
な
方
法
論
に
よ
る
べ
き
か
？
モ
ム
ゼ
ン
は
、
こ
れ

に
つ
い
て
、
一
八
四
八
年
及
び
一
八
五
二
年
の
教
授
就
任
講
演
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る

）
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の

現
在
の
法
は
、
真
に
一
体
の
も
の
で
は
な
く
、
多
数
の
法
の
束
で
あ

り
、
ロ
ー
マ
法
の
秩
序
に
従
っ
て
「
体
系
化
」
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

歴
史
法
学
派
は
、
起
源
へ
と
遡
る
と
い
う
、
そ
の
方
法
論
に
よ
っ
て

こ
の
「
法
統
一
」
を
打
ち
砕
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法

制
度
の
個
別
性
に
対
す
る
意
識
お
よ
び
そ
の
実
際
の
適
用
に
対
す
る

意
識
を
再
び
覚
醒
さ
せ
た
。
こ
の
意
識
が
良
き
実
務
家
を
作
り
上
げ
、

ま
た
、
人
々
に
法
体
系
を
再
び
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法

律
学
の
任
務
は
、「
…
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
そ
の
独
自
性
、
す
な
わ

ち
、
そ
の
生
成
及
び
存
在
に
お
い
て
、
そ
の
歴
史
と
実
際
的
意
義
に

お
い
て
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る

）
（1
（

」。
こ
の
見
解
は
、［
一
五
〇
］
歴
史

科
学
の
任
務
を
「
過
去
の
文
書
保
存
庫
」
の
整
序
に
あ
り
、
そ
の
際
、

歴
史
学
・
文
献
学
・
法
律
学
の
共
同
作
業
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う

モ
ム
ゼ
ン
の
表
現
も
こ
れ
と
適
合
す
る

）
（1
（

。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
建

築
素
材
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
素
材
か
ら
歴
史
的
な
も
の
を
最
後
に
取

り
除
き
、
統
一
的
・
国
民
的
民
法
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
モ
ム
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
歴
史
は
，
各
法
制
度
（
あ
る
い
は

法
概
念
）
の
独
自
性
を
探
求
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、
こ

（87－4－47）

れ
ら
の
諸
制
度
か
ら
体
系
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
役
立
つ
。
法
学
教

育
に
お
い
て
は
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
に
代
っ
て
、「
実
務
的
民
法
体
系
の

発
展
が
登
場
」
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
体
系
は
す
べ
て
の
現
行
法

の
全
体
を
含
む
も
の
と
な
る

）
（1
（

。
モ
ム
ゼ
ン
は
、
個
別
制
度
の
（
歴
史

的
）
発
展
に
従
っ
て
、『
ロ
ー
マ
史
』（
元
老
院
、
政
務
官
な
ど
。
ち

な
み
に
、
モ
ム
ゼ
ン
は
同
時
代
の
並
行
的
事
象
を
し
ば
し
ば
引
用
す

る
）
（1
（

）
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
続
く
著
作
『
ロ
ー
マ
国
制
法
』
お
よ
び

『
ロ
ー
マ
刑
法
』
に
お
い
て
も
整
理
す
る

）
（1
（

。

歴
史
法
学
派
が
こ
の
目
的
設
定
に
対
し
与
え
た
影
響
は
明
白
で
あ

る
。
こ
の
目
的
は
、
歴
史
法
学
派
の
、
ロ
ー
マ
法
及
び
ゲ
ル
マ
ン
法

の
研
究
方
向
と
同
じ
方
向
で
あ
る
。「
歴
史
法
学
」
の
そ
の
後
の
意

味
変
化
を
含
め
て
考
え
る
な
ら
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
の
連
続
性
が
あ
る

と
言
え
よ
う
。
こ
の
「
歴
史
法
学
」
と
い
う
表
現
は
、
本
講
座
創
設

者
オ
ッ
ト
ー
・
グ
ラ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
通
じ
て
、
講
座
目
的
に
含

ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
で
は
、
グ
ラ
ー
デ

ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
身
の
独
創
性
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
グ
ラ
ー

デ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
大
層
哲
学
的
な
研
究
者
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
と
り
わ
け
、
辞
書
学
者
、
パ
ピ
ル
ス
研
究
者
で
あ
り
、
主

と
し
て
、
修
正
批
判
研
究
を
行
っ
た
。［
一
五
一
］そ
の
自
叙
伝
で
は
、

法
律
学
に
関
す
る
理
論
的
見
識
を
何
ら
見
出
し
得
な
い

）
（1
（

。
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第
三
節

実
用
法
学
な
い
し
法
知
識
を
法
律
学
に
転
換
す
る
努
力
は
、
ま

ず
、
一
八
世
紀
末
に
始
ま
り
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
歴
史
法
学
理
念
も
ま

た
そ
の
努
力
に
属
す
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
を
要
し

な
い

）
（1
（

。
学
問
で
あ
る
た
め
に
は
、
あ
る
方
法
論
に
よ
っ
て
あ
る
種
の

系
統
体
系System

atik
に
仕
上
げ
る
い
く
つ
か
の
要
素
を
必
要
と

す
る
。
要
素
と
し
て
、
事
実
的
法
的
関
係
な
い
し
概
念
が
考
え
ら
れ

る
。
方
法
論
は
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
の
方
法
、
あ
る
い
は
、
法
の
歴

史
的
分
析
の
方
法
で
あ
り
、
系
統
体
系
は
、
一
般
規
範
と
下
位
規
則

の
そ
れ
で
あ
り
え
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
常
に
現
行
法
が
そ
の

対
象
で
あ
る
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
歴
史
の
み
が
現
行
法
の
構
成
素
材
を

提
供
し
う
る
と
考
え
た
。
従
っ
て
、「
歴
史
法
学
」
で
あ
る
。
法
の

歴
史
を
、
歴
史
法
学
と
し
て
理
解
す
る
こ
の
見
解
は
、
歴
史
を
法
律

学
の
基
礎
と
し
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
、
法
学
部
に
堅
固
な
地
位
を

占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
デ
ィ
ル
ヒ
ァ
ー
は
歴
史
法
学
の
有
す
る
二

つ
の
側
面
を
区
別
す
る
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』

あ
る
い
は
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
の
『
ド
イ
ツ
私
法
入
門
』
の
よ
う
な
教
科

書
が
示
す
よ
う
な
法
教
義
学
的
・
体
系
的
側
面
と
、
と
り
わ
け
サ

ヴ
ィ
ニ
ー
の［
一
五
二
］『
ロ
ー
マ
法
史
』あ
る
い
は
ブ
ル
ン
ナ
ー『
ド

イ
ツ
法
制
史
』
が
示
す
よ
う
な
歴
史
的
・
発
生
史
的
側
面
で
あ
る
。

第
一
の
側
面
、
法
教
義
学
的
・
体
系
的
側
面
こ
そ
本
当
の
「
歴
史
法

学
」
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
現
行
法
に
貢
献
し
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
民
法
典
施
行
に
よ
り
歴
史
法
学
は
役
割
を

果
し
終
え
た
。
今
残
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
の
側
面
、
純
歴
史
的
な

法
制
史
だ
け
で
あ
る
、
と

）
（1
（

。
大
学
法
学
部
に
お
い
て
、
現
在
は
、
古

代
法
（
そ
の
第
一
は
ロ
ー
マ
法
）
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
を
学
ぶ
。
こ
の

二
つ
の
科
目
の
対
象
は
と
も
に
今
で
は
過
去
の
時
代
の
法
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
も
つ
。
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
転
換

は
、
修
正
批
判
研
究
の
主
唱
者
で
あ
る
グ
ラ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
立

場
に
即
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
修
正
批
判
研
究
は
、
原
則
的
に
、
人

文
主
義
法
学
の
テ
キ
ス
ト
批
判
、
お
よ
び
ニ
ー
ブ
ー
ル
、
モ
ム
ゼ
ン

が
そ
の
後
引
き
続
き
発
展
さ
せ
た
文
献
学
的
資
料
批
判
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
法
制
史
性
質
論
が
問
題
と
な
り
え
た
。
す
な
わ
ち
、
法
制

史
は
今
も
な
お
歴
史
法
学
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
今
こ
そ
本
当
に
法

制
史
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
、
で
あ
る
。
後
者
の
立
場
が
講
座
目

的
と
一
致
す
る
と
し
た
な
ら
、
そ
の
命
名
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す

べ
き
か
。
同
じ
問
題
は
、「
ロ
ー
マ
法
の
現
代
的
慣
用
」
に
代
わ
り
、

私
法
典
が
既
に
制
定
さ
れ
て
い
た
諸
国
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
存
在
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ

の
問
い
か
け
を
「
法
制
史
」
の
意
味
で
肯
定
す
る
場
合
に
は
、
法
制

史
が
独
自
の
法
教
義
学
的
基
礎
を
築
か
な
い
の
な
ら
、
現
行
法
に
対

（法政研究�87－4－48）
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す
る
有
用
性
は
、
説
明
的
な
役
割
を
演
ず
る
に
留
ま
る
。
と
い
う
の

も
、
編
纂
法
典
が
通
用
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
歴
史
で
は
な
く
、
そ
の

法
典
が
法
源
と
な
り
、
そ
の
後
発
展
展
開
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
編
纂

法
典
の
系
統
体
系
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
法
の
学
習
は
、

「
歴
史
法
学
」
か
ら
純
粋
な
法
制
史
、
す
な
わ
ち
歴
史
学
の
一
部
と

な
る
で
あ
ろ
う

）
11
（

。
他
方
、
法
制
史
が
法
教
義
学
的
で
あ
り
続
け
る
と

き
は
、
大
学
教
育
に
お
い
て
ド
イ
ツ
民
法
の
準
備
と
深
化
に
役
立

ち
、
あ
る
い
は
、
他
の
諸
国
で
は
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
的
意
味
で
解
釈

さ
れ
る
民
法
典
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
役
立
つ
か
ぎ
り
で
、
法
制

史
は
、
確
か
に
、
法
典
編
纂
直
後
は
、
な
お
「
歴
史
法
学
」
と
称
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

第
四
節

［
一
五
三
］
こ
れ
ま
で
叙
述
し
て
き
た
展
開
は
、
ド
イ
ツ
史
か
ら

強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
法
は
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
史
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
演
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
テ
ィ
ボ
ー
が
一
八
一
四
年
、
法

を
国
民
統
合
（
法
的
意
味
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
）
の
手
段
と
し
て
、

舞
台
に
持
ち
出
し

）
1（
（

、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
こ
れ
に
反
対
論
で
応
酬
し
て
以

来
そ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
以
外
の
諸
国
で
は
、
状
況
は
こ
れ
と
異
な

る
が
、
法
制
史
に
対
す
る
関
心
は
い
ず
れ
に
し
て
も
存
在
し
た
。
歴

史
法
学
派
は
国
家
を
念
頭
の
中
心
に
置
き
（
民
族
精
神
は
ひ
と
つ
の

民
族
の
み
に
該
当
す
る
）、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
以
外

の
諸
国
で
も
、
法
制
史
に
対
し
、
同
じ
く
国
家
志
向
的
様
相
を
与
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
制
史
学
の
他
の
研
究
動
向

は
、
普
遍
性
を
目
指
し
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
動
向
は
、
そ
の
際
し
ば

し
ば
、
常
に
発
展
し
て
よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
至
る
展
開
を
想
定
す

る
。
も
っ
と
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
学
者
は

そ
の
中
に
世
界
精
神
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

Ｈ
．
Ｓ
．
メ
イ
ン
は
、
一
八
六
一
年
『
古
代
法
』
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
な
よ
り
高
度
な
も
の
へ
の
発
展
の
ひ
と
つ
を
見
事
に
構
想
し

叙
述
し
た

）
11
（

。
メ
イ
ン
は
、
ロ
ー
マ
史
を
基
礎
と
し
て
、
個
人
が
ま
ず

も
っ
て
家
父
長
的
集
団
の
構
成
員
で
あ
り
、
そ
の
法
的
権
能
は
こ
の

集
団
に
お
け
る
身
分
に
由
来
す
る
、
と
い
う
ロ
ー
マ
初
期
社
会
を
想

定
す
る
。
こ
の
社
会
の
構
造
は
年
代
を
経
る
と
共
に
次
第
に
弛
緩
す

る
。
個
人
的
自
由
を
よ
り
多
く
獲
得
す
る
に
従
い
、
個
人
は
よ
り
多

く
の
権
利
を
取
得
し
、
そ
の
生
活
を
契
約
に
よ
り
自
律
的
に
形
成
す

る
に
至
る
。
メ
イ
ン
は
、
こ
の
発
展
を
「
身
分
か
ら
契
約
へ
」
と
い

う
有
名
な
表
現
に
要
約
し
た
。
メ
イ
ン
は
、
例
え
ば
西
欧
社
会
の
よ

う
に
は
、
既
に
そ
の
最
終
段
階
に
す
べ
て
が
到
達
し
て
い
な
い
と
し

て
も
、
ど
の
社
会
も
こ
の
発
展
の
道
を
辿
っ
た
、
と
想
定
し
た

）
11
（

。
こ

（87－4－49）
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れ
と
同
じ
時
期
に
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
が
そ
の
『
母
権
論
』（
一

八
六
一
年
）
に
お
い
て
、
古
代
神
話
を
素
材
と
し
て
、
ま
た
別
の
普

遍
的
世
界
展
開
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
雑
婚
制
「
泥
沼
的
生
活
」

か
ら
始
ま
り
、
文
化
が
進
ん
で
、［
一
五
四
］
ア
マ
ゾ
ン
的
女
人
族

政
治
体
制
と
し
て
展
開
し
、
最
後
に
、
第
三
段
階
と
し
て
母
系
首
長

体
制
に
達
し
た

）
11
（

。
こ
の
母
系
首
長
体
制
は
さ
ら
に
、
家
父
長
制
的
社

会
に
転
換
し
た
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
法
人
類

学
を
創
始
し
た

）
11
（

。
他
方
、
メ
イ
ン
を
、
法
社
会
学
の
唱
道
者
と
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
研
究
動
向
を
文
化
人
類
学
な

い
し
文
化
史
に
も
含
め
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
つ
ま
り
、
一
方
で
は
、

世
界
・
人
間
・
人
間
文
化
は
所
与
の
も
の
、
伝
承
さ
れ
た
も
の
、
す

な
わ
ち
伝
統
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
人
間
は
い
ず
れ
に
し
て
も
い
く

つ
か
の
変
更
を
加
え
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
出
来
る

）
11
（

。
法
は
文

化
の
一
部
と
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
人
間
は
、
社
会
的
共
存
の
一

部
を
法
に
よ
っ
て
あ
る
形
に
規
律
し
、
そ
れ
が
次
の
世
代
に
引
き
継

が
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
研
究
動
向
は
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
メ
イ
ン

は
、
英
領
イ
ン
ド
に
お
け
る
固
有
法
の
独
自
の
発
展
を
擁
護
（
自
ら

東
イ
ン
ド
会
社
に
勤
務
）
し
、
直
接
的
に
も
影
響
を
与
え
た
。
バ
ッ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
場
合
は
、
間
接
的
に
、
す
な
わ
ち
、
各
社
会
の
経

済
構
造
が
不
可
避
的
に
共
産
主
義
に
発
展
し
、
共
産
主
義
の
も
と
で

は
法
が
不
要
と
な
る
、
と
い
う
マ
ル
ク
ス
理
論
に
影
響
を
与
え
、
ま

た
、
直
接
的
に
は
、
そ
の
母
権
論
神
話
が
女
性
解
放
運
動
家
達
を

鼓
舞
し
、
二
〇
世
紀
七
十
・
八
十
年
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
運
動
に
対

し
、
影
響
を
与
え
た

）
11
（

。
こ
れ
ら
の
潮
流
は
、
そ
の
後
様
々
な
学
説
の

提
唱
者
を
輩
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
法
社
会
学

を
確
立
し

）
11
（

、
そ
の
甥
モ
ー
ス
は
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
を
受
け
継
ぐ

「
法
人
類
学
者legal�anthropologists

」
と
お
な
じ
く
、
む
し
ろ
、

法
人
類
学
者
に
数
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

）
11
（

。［
一
五
五
］
現
在
に
お

け
る
こ
の
方
向
の
代
表
者
の
ひ
と
り
は
、『
法
の
歴
史
』
の
著
者
で

あ
る
ウ
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
は
、
バ
ッ
ハ

オ
ー
フ
ェ
ン
の
比
較
民
族
学
的
方
向
に
む
か
う
。
そ
の
叙
述
は
普
遍

的
で
あ
ろ
う
と
す
る
が
、
経
済
的
説
明
に
よ
り
修
正
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
は
、
人
類
の
発
展
を
、
狩
猟
採
取
社
会
か
ら
播
種
農
耕

社
会
を
へ
て
、
首
長
的
社
会
、
す
な
わ
ち
、
権
威
の
下
に
組
織
さ
れ

た
社
会
へ
の
展
開
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
独
自
の
生
産
様
式
に
よ
っ

て
叙
述
す
る
。
権
威
が
当
初
は
弱
く
、
次
第
に
力
を
増
し
、
首
長
的

社
会
で
最
強
と
な
る
と
い
う
形
に
お
い
て
、
法
の
発
展
が
あ
る
。
逆

に
、
当
初
は
、
規
則
な
い
し
解
決
が
重
要
と
い
う
確
信
が
強
い
が
、

次
第
に
弱
ま
る

）
11
（

。
し
か
し
、
こ
れ
を
本
当
の
「
法
制
史
」
と
い
う
の

は
難
し
い
。
法
は
中
心
に
は
な
く
、
社
会
の
社
会
学
的
な
い
し
文
化

（法政研究�87－4－50）
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人
類
学
的
分
析
に
資
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ

ミ
ッ
ト
、
ポ
ス
ト
、
コ
ー
ラ
ー
、
ウ
ェ
ン
ガ
ー
の
努
力
が
比
較
的
よ

く
成
功
し
た
。
商
法
の
普
遍
史
を
叙
述
す
る
レ
ヴ
ィ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド

シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
商
法
綱
要
』（
一
八
九
一
年
）
は
、
そ
の
よ
う
な
む

し
ろ
法
的
な
普
遍
史
の
ひ
と
つ
で
あ
る

）
1（
（

。
そ
の
他
の
学
者
は
、
古
代

比
較
法
に
邁
進
し
た

）
11
（

。
こ
れ
ら
の
学
者
は
す
べ
て
、
各
社
会
と
そ
の

法
の
独
自
性
を
強
調
し
た
が
、
複
数
の
法
体
系
間
の
共
通
性
も
探
求

し
た
。
そ
の
場
合
に
、
普
遍
性
と
発
展
は
基
本
的
に
は
仮
説
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
権
に
つ
い
て
さ
え
、
人
権

は
普
遍
的
で
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。
人
権
は
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
普
遍

文
法
（
普
遍
文
法
は
そ
の
後
証
明
さ
れ
え
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
見

解
は
忘
れ
ら
れ
た
）
と
比
較
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
人
権
も
［
一

五
六
］
ま
た
哲
学
的
要
請Postulat

で
あ
る
。
正
に
そ
れ
が
弱
点
で

あ
る
。
要
請
は
拒
絶
に
遭
う
か
ら
で
あ
る
。

発
展
思
想
は
、
一
九
世
紀
初
頭
す
で
に
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
、
コ
ン

ト
が
提
唱
し
た
が
、
二
〇
世
紀
七
十
年
代
ま
で
歴
史
学
お
よ
び
法
制

史
学
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
形
で
の
み
、
依
然
と
し
て
主

張
さ
れ
た
。
今
日
で
は
も
は
や
そ
れ
に
つ
い
て
聞
か
な
い
。
マ
ル

ク
ス
主
義
の
特
徴
で
あ
る
、
法
と
経
済
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
、

そ
れ
自
体
根
拠
が
な
い
も
の
で
は
な
い
テ
ー
ゼ
は
、「
法
と
経
済law

�
and�econom

ics

」
分
野
に
再
び
時
折
み
ら
れ
る
が
、
経
済
秩
序
と

か
か
わ
る
法
分
野
を
別
と
す
れ
ば
、
当
初
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
普
遍
性
は
、
引
き
続
き
比
較

法
学
の
基
礎
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
最
終
的
に
は
法
の
統
一
に
到
達

し
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら
比
較
法
学
は
出
発
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
ひ
と
つ
の
普
遍
的
法
が
存
在
し
う
る
こ
と
を
前
提
と
す
る

）
11
（

。

第
五
節

一
九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
研
究

動
向
へ
の
関
心
が
存
在
し
た

）
11
（

が
、
大
学
に
お
け
る
法
制
史
教
育
は
、

依
然
と
し
て
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
的
理
解
の
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
自
国
法

制
史
が
決
定
的
影
響
を
与
え
、
現
在
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

で
は
、
ナ
チ
の
時
代
に
、
ロ
ー
マ
法
は
、
ド
イ
ツ
法
制
史
部
門
と
統

合
さ
れ
、
近
世
私
法
史
と
さ
れ
た
の
で
、
不
遇
な
立
場
に
甘
ん
じ
た

が
、
戦
後
は
、
独
立
の
部
門
と
し
て
回
復
を
み
た

）
11
（

。
戦
後
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、（
法
実
証
主
義
を
批
判
し
て
）
法
を
新
た
に
基
礎

づ
け
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
ラ
ー
ド
ブ
ル
フ
が
代
表
す
る
よ
う
に

）
11
（

、

自
然
法
的
方
向
に
多
く
の
関
心
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法

（87－4－51）



資　料

1112

制
史
に
お
い
て
は
、
時
間
を
経
て
は
じ
め
て
、
新
し
い
芽
が
出
る

こ
と
と
な
っ
た
。
確
か
に
、
パ
ウ
ル
・
コ
ー
シ
ャ
カ
ー
は
有
名
な

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
ー
マ
法
』
を
既
に
一
九
四
七
年
公
刊
し
、
そ
の

中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
史
を
擁
護
し
た
が
、
そ
れ
に
留
ま
っ
た
。

コ
ー
イ
ン
グ
は
、
自
分
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
史
の
構
想
を
補
強
す
る

た
め
に
、
一
九
五
二
年
、
あ
る
書
評
の
中
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
コ
ー

シ
ャ
カ
ー
に
言
及
し
た

）
11
（

。［
一
五
七
］
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー
の
著
書
『
近

世
私
法
史
』（
一
九
五
二
年
）
は
、
ロ
ー
マ
法
的
潮
流
と
ゲ
ル
マ
ン

的
潮
流
を
合
体
さ
せ
、
古
代
末
期
以
降
の
統
合
的
歴
史
を
提
示
し
、

ド
イ
ツ
法
制
史
に
新
た
な
刺
激
を
与
え
た

）
11
（

。
ロ
ー
マ
法
研
究
者
は
そ

れ
ま
で
の
修
正
批
判
研
究
の
行
き
過
ぎ
か
ら
、
ま
ず
は
少
し
ず
つ
解

放
さ
れ
、
そ
の
後
最
終
的
に
決
別
し
た

）
11
（

。
し
か
し
、
法
制
史
学
分
野

に
関
す
る
根
本
的
議
論
は
な
さ
れ
ず
、
六
十
年
代
に
至
っ
て
初
め
て

始
ま
っ
た
。
特
に
、
一
九
六
八
年
以
降
学
生
達
が
、
大
学
教
育
課
程

に
対
し
、
批
判
的
に
、
し
か
も
、
多
く
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
か

ら
対
決
し
、
た
と
え
ば
、
歴
史
学
の
よ
う
な
煩
わ
し
い
「
ブ
ル
ジ
ュ

ア
的
学
問
部
門
」
か
ら
の
解
放
を
求
め
た
と
き
に
、
法
制
史
の
果
た

す
べ
き
役
割
も
議
論
の
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九

〇
〇
年
以
来
す
で
に
存
在
し
て
い
た
緊
張
関
係
が
今
や
明
確
な
形
を

と
っ
て
現
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
法
制
史
は
ど
の
学
部
に
所
属
す
る

の
か
。
法
制
史
は
（
依
然
と
し
て
）
歴
史
法
学
な
の
か
。「
批
判
的
」

学
生
達
は
、
法
制
史
学
は
も
は
や
意
味
が
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
歴
史

史
学
す
べ
て
（
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
学
を
除
き

）
11
（

）
が
、
い
く
つ
か

の
他
の
部
門
と
同
じ
く
、（
ブ
ル
ジ
ュ
ア
的
で
あ
る
が
故
に
）、
無
用

の
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
法
制
史
を
、

法
学
部
で
あ
れ
、
歴
史
学
部
門
で
あ
れ
、
独
立
の
学
問
分
野
と
し
て

承
認
す
る
根
拠
も
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
法
制
史
が
独
立
の
学
問

分
野
で
あ
る
こ
と
自
体
は
疑
問
と
さ
れ
ず
、
独
立
の
分
野
で
あ
る
と

し
て
、
ど
の
学
部
に
設
置
す
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
、
法
制
史
が
歴
史

的
で
あ
る
な
ら
、
文
学
部
の
歴
史
学
部
門
に
吸
収
さ
れ
る
の
が
む
し

ろ
［
一
五
八
］
良
い
の
で
は
な
い
か

）
1（
（

。
こ
れ
に
加
え
、
学
問
諸
分
野

に
お
け
る
方
法
論
が
問
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
歴
史
学
に
お
い
て
も
法

制
史
学
に
お
い
て
も
、
七
十
年
代
に
活
発
な
方
法
論
論
争
を
生
む
に

至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
方
法
と
研
究
対
象
と
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
か

）
11
（

。
行
な
わ
れ
た
議
論
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
も

の
は
、
既
に
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
論
及
し
な
い
。

こ
の
方
法
論
論
争
に
お
い
て
、
一
方
で
は
、
時
折
極
め
て
実
証
主
義

的
立
場
が
提
唱
さ
れ
（
当
時
と
く
に
有
名
な
の
は
シ
ュ
テ
ー
ク
ミ
ュ

ラ
ー
の
学
問
方
法
論
の
論
考
）、
他
方
で
は
相
対
主
義
的
立
場
（
ガ

ダ
マ
ー
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
）
が
主
張
さ
れ
た

）
11
（

。
さ
ら
に
、
マ

ル
ク
ス
主
義
的
立
場
も
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
来
の
論
争
で

は
、
大
き
く
は
三
つ
の
歴
史
記
述
類
型
に
分
け
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
、

（法政研究�87－4－52）
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市
民
的
歴
史
的
法
制
史
、（
弁
証
法
的
唯
物
論
を
基
礎
と
す
る
）
マ

ル
ク
ス
主
義
的
法
制
史
、
社
会
科
学
志
向
的
法
制
史
で
あ
る
。
第
一

類
型
は
さ
ら
に
、
法
教
義
学
的
・
歴
史
的
方
向
、
統
合
的
方
向
、［
一

五
九
］
適
用
的
方
向
（
構
成
と
し
て
の
歴
史
（
ガ
ダ
マ
ー
））
に
区

分
さ
れ
る

）
11
（

。
こ
れ
ら
の
方
向
は
、
一
部
は
さ
ら
に
、
法
制
史
は
今
日

も
な
お
歴
史
法
学
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
見
解
が
分
か

れ
る
。第

六
節

こ
れ
に
よ
っ
て
、
基
本
的
に
一
九
〇
〇
年
当
時
の
状
況
に
立
ち
戻

る
こ
と
に
な
る
が
、
今
回
は
先
鋭
な
問
題
と
し
て
具
体
化
し
た
。
す

な
わ
ち
、
法
制
史
は
、
法
学
部
に
属
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
他
の

学
部
に
属
す
る
も
の
か
。
ま
た
、
二
次
的
に
、
ど
の
よ
う
な
研
究
方

法
論
に
よ
る
べ
き
か

）
11
（

。
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
当
時
実
証
指
向
的
議

論
の
結
果
、
極
め
て
現
実
的
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
影

が
薄
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ

れ
を
無
視
し
て
研
究
に
携
わ
る
べ
き
で
は
な
い
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
制
史
が
法
学
部
に
属
す
る
こ
と
は
サ

ヴ
ィ
ニ
ー
に
と
っ
て
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
考
え

に
よ
れ
ば
、
法
制
史
は
歴
史
法
学
と
し
て
、
法
学
教
育
全
体
の
本
質

を
も
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
モ
ム
ゼ
ン
に
つ
い
て

も
妥
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
ひ
と
た
び
民
法
典
が
成
立
し
た
な
ら
ば

ど
う
で
あ
る
か
、
と
モ
ム
ゼ
ン
に
問
う
こ
と
は
あ
り
え
よ
う
。
実
際
、

ド
イ
ツ
民
法
典
施
行
以
降
、
法
制
史
は
歴
史
化
し
た
。
大
学
法
学
教

育
に
お
い
て
、
民
法
典
の
学
習
の
準
備
お
よ
び
そ
の
よ
り
深
い
理
解

の
た
め
に
、
そ
の
価
値
を
保
持
し
続
け
た
が
、
こ
れ
は
問
題
と
な
り

え
た
。
こ
の
た
め
、
七
十
年
代
と
そ
の
後
の
議
論
に
お
い
て
、
法
制

史
学
は
今
や
歴
史
的
分
野
で
あ
る
、
と
考
え
る
法
制
史
家
が
あ
っ
た

し
、
今
も
存
在
す
る
こ
と
は
理
解
し
う
る

）
11
（

。

法
制
史
学
は
、
歴
史
（
補
助
）
学
で
あ
り
、
文
学
部
に
属
す
べ
き

で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、
ニ
ー
ブ
ー
ル
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
、
モ
ム

ゼ
ン
の
歴
史
に
つ
い
て
の
見
解
と
連
関
す
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
学

の
基
礎
は
、
文
学
著
作
を
超
え
て
そ
の
他
の
資
料
、
特
に
法
的
資
料

に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、（
古
代
）
法
の
知
識

が
必
要
で
あ
る
。
モ
ム
ゼ
ン
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
何

ら
問
題
と
な
ら
な
い
。［
一
六
〇
］
法
制
史
は
、
こ
れ
に
加
え
、
研

究
対
象
の
時
代
の
法
以
外
の
い
く
つ
も
の
局
面
の
知
識
、
従
っ
て
、

歴
史
学
分
野
の
知
識
を
要
求
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
制
史
学
は
そ

れ
自
身
純
歴
史
的
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
強
化
し
た
。
法
制
史
の
重

点
は
、
社
会
学
や
ほ
か
の
社
会
学
関
連
分
野
、
例
え
ば
人
類
学
、
文
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化
人
類
学
な
ど
に
あ
る
、
と
別
の
法
制
史
研
究
者

）
11
（

が
強
調
し
た
の

も
こ
の
側
面
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

）
11
（

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

我
々
は
、
再
び
、
メ
イ
ン
と
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

と
モ
ー
ス
の
立
場
に
立
ち
戻
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
歴

史
科
学
の
場
合
と
同
じ
く
、
そ
の
適
用
に
お
い
て
、
様
々
な
（
補

助
）
科
学
間
と
の
弁
証
的
関
係
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
、
法
制
史
の
所
属
学
部
問
題
に
つ
い
て
何
ら
発
言
す
る
も
の
で
は

な
い
。
上
部
構
造
と
し
て
の
法
、
従
っ
て
、
経
済
的
関
係
に
依
存
す

る
も
の
と
し
て
の
法
、
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
的
見
解
が
、
基
本
的

に
こ
こ
で
も
ま
た
存
在
す
る

）
11
（

。
法
に
は
、
経
済
的
説
明
が
成
果
を
上

げ
る
も
の
が
確
か
に
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
十
分
な
経
済
学
的

知
識
と
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
と
は

異
な
り
、
弁
証
法
的
唯
物
論
を
包
括
的
に
上
か
ら
塗
り
か
ぶ
せ
る
の

で
は
、
何
ら
も
た
ら
さ
ず
、
そ
こ
か
ら
何
も
生
ま
れ
な
い
。
ヴ
ェ
ー

ゼ
ル
た
だ
一
人
が
、
近
時
新
た
に
『
法
の
歴
史
』
に
お
い
て
こ
の
側

面
を
言
及
し
て
い
る
（
上
述
第
四
節
参
照
）。
法
と
経
済
の
結
び
つ

き
は
、
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
別
の
形
で
、
す
な
わ
ち
「
法
と
経

済
」
分
野
と
し
て
、
復
活
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
で
は
、
法
規
則
の

効
果
を
経
済
的
に
分
析
す
る
。
こ
の
分
析
は
、
あ
る
法
規
則
が
経
済

的
に
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
こ
と
に
至
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
立
場
は
裁
判
所
の
判
決
に
は
意
義
が
あ
り
う
る
（
中
傷
記

事
を
掲
載
し
た
大
衆
紙
発
行
者
に
対
し
、
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
足
ら
ず
の

罰
金
を
科
す
る
の
は
効
果
が
あ
る
の
か
？
）。
し
か
し
、
あ
る
規
定

が
実
務
上
な
ぜ
効
果
が
な
い
か
を
説
明
す
る
の
は
別
と
し
て
、
研
究

に
は
殆
ん
ど
意
味
が
な
い
。
こ
の
方
法
を
逆
に
使
っ
て
行
う
研
究
も

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
変
更
が
特
殊
の
法
規
制
定
に
至
る
か
ど

う
か
を
研
究
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
法
の
経
済
的
説
明
に
逆
戻

り
す
る
。
勿
論
、
そ
の
場
合
、
経
済
に
関
す
る
資
料
が
十
分
に
あ
る
、

と
い
う
条
件
の
下
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
法
制
史
を
経
済

学
部
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。

第
七
節

［
一
六
一
］
し
か
し
、
法
制
史
が
歴
史
学
分
野
に
属
す
る
と
い
う

見
方
は
、
不
十
分
で
ま
た
誤
り
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
見
解
は
、

一
面
的
に
実
定
法
の
み
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実

定
法
は
新
し
い
実
定
法
が
制
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
と
っ
て
代
り
、

以
前
の
法
は
法
律
学
お
よ
び
法
実
務
に
と
っ
て
意
義
が
も
は
や
な

く
、
た
だ
、
歴
史
的
に
の
み
意
味
が
あ
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ベ
ッ
テ
ィ
の
表
現
を
借
り
れ
ば

）
11
（

、
今
や
、
以
前
の
法
を
そ
の
意
味
連

関
に
お
い
て
再
構
築
す
る
こ
と
の
み
が
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
で
は
、
実
定
法
を
法
律
学
全
体
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
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に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
狭
い
考
え
で
あ
ろ
う
。
法
律
学
は
い

つ
も
実
定
法
よ
り
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
、（
条

例
・
地
方
法
な
ど
に
具
現
さ
れ
た
）
各
国
固
有
法
は
、
解
釈
お
よ
び

説
明
を
通
し
て
、
現
存
す
る
関
係
に
対
し
て
適
用
さ
れ
た
。
こ
う
し

て
、
規
範
性
が
成
立
し
た
。
当
初
の
立
法
者
意
志
（
そ
も
そ
も
そ
れ

を
知
る
こ
と
が
可
能
と
し
て
も
）
に
頼
る
こ
と
で
は
足
ら
な
か
っ

た
。テ

ィ
ボ
ー
が
述
べ
る
よ
う
に
、
法
（
こ
こ
で
は
、
ロ
ー
マ
法
）
を

適
用
す
る
た
め
に
は
法
規
の
根
拠
を
探
求
す
る
必
要
が
あ
る

）
1（
（

。
こ
の

こ
と
は
、「
法
理�ratio�legis

」
を
理
解
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
テ
キ

ス
ト
そ
れ
自
体
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
認
識
主
体
が
認
識
す
べ
き
対

象
に
近
づ
き
、
客
体
を
そ
れ
と
し
て
認
識
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
依

然
と
し
て
前
提
と
し
て
い
る
。
テ
ィ
ボ
ー
は
、
テ
キ
ス
ト
作
成
者
と

一
体
に
な
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
認
識
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
。
可
能
な
の
は
、
客
体
が
可
能
な
限
り
多
く
主
体
と
し
て

観
察
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
法
理
」
を
闡
明
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
、
そ
の
独
自
性
に
見
る
こ
と
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
テ
ィ
ボ
ー

の
お
い
て
は
、
法
を
現
実
の
事
例
に
適
用
す
る
た
め
に
こ
れ
を
な
す

こ
と
が
ま
ず
第
一
に
位
置
す
る
。
テ
ィ
ボ
ー
の
場
合
は
、
主
体
が
客

体
と
分
離
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
お
い
て
も
、
主
体

は
そ
れ
自
体
で
そ
こ
に
存
在
し
た
。
客
体
は
、
独
立
し
た
認
識
根
拠

で
あ
っ
た
（
法
律
を
立
法
者
意
志
の
表
明
と
し
て
、
法
的
諸
原
則
を

民
族
に
生
成
す
る
法
的
意
識
、
す
な
わ
ち
、
民
族
精
神
の
表
現
と
し

て［
一
六
二
］把
握
す
る

）
11
（

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
の
時
代
の
歴
史
家
、

例
え
ば
、
ラ
ン
ケ
は
、
研
究
対
象
で
あ
る
時
代
を
認
識
す
る
た
め
に

は
、
主
体
自
身
が
自
ら
を
顧
慮
す
べ
き
で
な
い
、
と
す
る
。
モ
ム

ゼ
ン
は
、
再
び
、
主
体
が
客
体
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
認
め
た

）
11
（

。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
思
考
主
体
は
客
体
（
こ
れ
を
ヘ
ー
ゲ

ル
は
客
語
で
把
握
し
よ
う
と
努
め
る
）
と
の
運
動
に
入
る
が
、
こ
の

運
動
は
、
や
が
て
終
結
に
至
る
、
す
な
わ
ち
、
即
自
的
段
階
か
ら
即

自
的
か
つ
対
的
段
階
に
、
そ
こ
で
歴
史
精
神
（
神
）
が
宣
明
さ
れ
る

統
一
、
に
至
る
。
こ
の
点
で
、
現
在
の
考
え
と
相
違
す
る
。

と
い
う
の
は
、
今
日
で
は
、
最
早
、
主
体
と
客
体
が
こ
の
よ
う
に

一
体
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
本
当
だ
と
は
思
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
、
も
は
や
、
主
体
も
固
定
点
と
は
見
ず
、
主
体
は
客
体
の
観

察
に
よ
り
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。
主
体
・
客
体
間
の
こ
の
相
互
作
用

が
今
日
の
問
題
で
あ
る

）
11
（

。
自
然
科
学
分
野
の
や
や
単
純
な
例
は
光
で

あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
光
を
波
と
定
義
し
た
。
ホ
イ
ヘ
ン
ス
は
、
微

粒
子
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
現
在
の
見
解
で
は
、
測
り
方
（
す

（87－4－55）
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な
わ
ち
認
識
主
体
）
如
何
に
よ
り
、
あ
る
い
は
波
、
あ
る
い
は
粒
子

と
示
め
さ
れ
る
、
と
す
る
。
光
の
場
合
は
、
主
体
が
主
体
自
ら
の
ま

ま
で
あ
る
。
速
度
の
場
合
は
こ
れ
と
異
な
る
。
速
度
は
光
速
に
近
づ

け
ば
近
づ
く
程
、
観
察
主
体
の
時
間
経
過
も
観
察
対
象
の
そ
れ
も
共

に
変
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
は
な
は
だ
単
純
化
し
た
例
が
、
解
釈
学
の

哲
学
的
理
論
を
多
少
と
も
理
解
す
る
の
に
あ
る
い
は
役
立
つ
で
あ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
は
、
他
の
も
の
を
理
解
し
最
終
的
に
認
識
に
至
る

方
法
論
に
関
わ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
法
が
存
在
す
る
の
か
？
ガ
ダ

マ
ー
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
理
解V

erstehen

理
論
を
出
発
点
と
し
て
、

デ
ィ
ル
タ
イ
が
考
え
た
よ
う
に
、
精
神
科
学
に
特
別
の
方
法
、
す
な

わ
ち
、
理
解
が
実
際
に
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
追
究
し
よ

う
と
努
力
し
た
。
我
々
法
律
家
が
理
解
し
て
い
る
法
律
学
が
、
ガ
ダ

マ
ー
の
研
究
に
お
い
て
、
哲
学
的
議
論
の
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た

）
11
（

。

［
一
六
三
］
ガ
ダ
マ
ー
が
『
真
理
と
方
法
』
に
お
い
て
結
実
さ
せ

た
哲
学
研
究
全
体
を
こ
こ
で
提
示
す
る
こ
と
は
必
要
と
せ
ず
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
こ
と
で
足
り
る
。
す
な
わ
ち
、
他
人
の
個
性
の
謎
解

き
を
し
、
見
抜
く
こ
と
を
基
礎
と
す
る
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
は
あ

ま
り
に
一
面
的
過
ぎ
る
。
理
解
と
い
う
も
の
は
、
認
識
主
体
が
そ
の

選
択
し
た
認
識
対
象
に
向
か
い
、
客
観
的
な
認
識
に
至
る
と
い
う
方

法
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
理
解
は
、
こ
の
意
識
主
体
が
、
対
象
と

の
「
対
話
」
を
行
い
、
し
か
も
、
こ
の
「
対
話
」
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
、
自
ら
も
発
展
す
る
。
認
識
主
体
と
対
象
は
相
互
に
運
動
の
過
程

に
あ
り
、
両
者
は
動
き
の
中
で
展
開
し
発
展
す
る
。
こ
の
運
動
は
求

心
的
な
も
の
で
あ
る
。
理
解
は
従
っ
て
そ
れ
自
体
が
出
来
事
で
あ

る
）
11
（

。
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
法
的
解
釈
学
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
制
定
法
テ
キ
ス
ト
を
歴
史
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
適
用
分
野
全
体
を
視
野
に
お
き
、
テ
キ
ス
ト
の
意
味
を
理

解
す
る
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
そ
の
意
味
が
具
体
的
と
な
る
。
こ

の
全
体
の
な
か
に
は
、
今
か
ら
行
う
適
用
も
含
む
（
ガ
ダ
マ
ー
は
、

以
降
も
妥
当
す
る
規
範
的
テ
キ
ス
ト
を
前
提
と
す
る
）。
当
初
の
領

域
に
限
定
す
る
の
で
は
足
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
法
律
家

は
、
法
を
適
用
し
て
あ
る
事
案
を
決
定
す
る
際
、
正
し
く
適
用
す
る

た
め
に
は
、
当
初
の
意
味
内
容
も
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
二
つ
の
事
例
で
は
、
歴
史
的
に
も
（
法
）
適
用
的
に
も
作
業
し
て

い
る
。
こ
の
二
つ
の
例
に
お
い
て
、
解
釈
す
る
者
は
、
理
解
過
程
の

中
に
自
ら
を
移
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
考
え
る
よ

う
に
、
純
歴
史
的
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
テ
キ
ス
ト
の
当
初
の

意
味
と
現
在
の
意
味
と
の
間
に
成
立
し
て
い
る
緊
張
関
係
を
疎
か
に

す
べ
き
で
な
い
。
理
解
は
、
つ
ね
に
、
テ
キ
ス
ト
と
読
み
手
の
双
方

が
そ
の
中
に
立
つ
現
在
と
の
連
続
性
か
ら
な
さ
れ
る
。
法
的
テ
キ
ス

（法政研究�87－4－56）
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ト
を
歴
史
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
的
に
も
思
考
す
る

能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
適
用
（
ガ
ダ

マ
ー
：「
適
用A

pplikation

」）
は
あ
り
得
な
い

）
11
（

。
テ
キ
ス
ト
に
歴

史
的
に
歩
み
寄
ろ
う
、
あ
る
い
は
「
実
務
的
」
に
近
づ
こ
う
と
も
、

解
釈Interpretation

・
説
明Explikation

・
適
用
は
い
つ
も
一
組

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
八
節

［
一
六
四
］�

客
体
と
し
て
の
法
は
、
確
か
な
所
与
の
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
観
念
は
、
時
間
を
あ
ま
り
経
て
い
な
い
場
合
に
は
、
正
し
い

も
の
よ
う
に
観
ら
れ
る
。
近
い
場
合
に
は
、
リ
ー
マ
ン
平
面
の
上
に

立
ち
、
そ
の
す
ぐ
近
く
を
見
て
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
が
平
面
に

は
十
分
で
あ
る
、
と
考
え
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
規
に

単
純
に
包
摂
す
る
こ
と
で
足
る
か
の
よ
う
な
の
と
同
じ
で
あ
る
。
し

か
し
、
我
々
す
べ
て
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
純
粋
の
包
摂
は
不
可

能
で
あ
る
。「（
裁
判
官
は
）
法
律
の
言
葉
を
発
す
る
口
、
無
生
物
」

と
い
う
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
理
想
は
う
ま
く
考
え
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
現
実
の
法
廷
で
は
使
え
る
も
の
で
は
な
い
。
法
律
家
は
常

に
「
生
き
物
」
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
の
表
現
を
す
る
な
ら
、
人
が

あ
る
テ
キ
ス
ト
を
読
む
際
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
か
ら
出
発
し
、

こ
の
状
況
が
固
有
の
先
入
見
を
も
た
ら
し
、
そ
の
先
入
見
に
よ
っ
て

テ
キ
ス
ト
を
読
も
う
と
す
る

）
11
（

。
こ
の
こ
と
は
、
テ
キ
ス
ト
の
年
代
が

古
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
あ
る
い
は
、
テ
キ
ス
ト
が
日
常
的
状
況
か

ら
遠
く
離
れ
る
程
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
な

る
程
度
の
違
い
に
す
ぎ
ず
、
本
質
的
相
違
で
は
な
い
。
理
解
と
は
、

ロ
マ
ン
主
義
的
時
代
に
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
確
実
な
帰

結
に
至
る
過
程
な
の
で
は
な
く
、
循
環
運
動
の
過
程
で
あ
り
、
こ
の

循
環
運
動
は
欠
陥
が
あ
る
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
正
に
理
解
の

本
質
を
な
し
、
そ
の
循
環
運
動
の
中
で
一
層
よ
り
良
く
理
解
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る

）
11
（

。
こ
の
こ
と
は
、
テ
キ
ス
ト
に
「
語
ら
せ
る
」、

す
な
わ
ち
、
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
自
分
を
「
開
く
」
な
ら
ば
、
も
っ

と
も
適
切
に
生
ず
る
。
こ
れ
は
、
意
識
的
先
入
見
を
捨
て
る
心
構
え

の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
自
ら
の
地
平
か
ら
出
発
し
て
、
他
人
の

地
平
に
身
を
移
す
よ
う
に
す
る
と
、
そ
こ
で
は
固
有
の
地
平
が
開

く
。
こ
れ
は
『
古
代
法
』
あ
る
い
は
『
母
権
論
』
な
ど
の
業
績
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
重
要
性
が
比
較
的
早
く
認
め
ら
れ
た
方
法
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
正
に
現
代
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
を
主
張

し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
も
、
古
い
法
を
対
象
と
し
て
研
究
す

る
こ
と
の
価
値
、
従
っ
て
、
法
制
史
分
野
の
存
在
価
値
が
あ
る
。
ド

イ
ツ
民
法
典
と
古
典
期
ロ
ー
マ
法
を
並
べ
て
置
く
と
、
法
制
史
学
の

存
在
価
値
が
示
さ
れ
る
。
二
つ
の
間
に
あ
る
相
違
か
ら
、
す
ぐ
に
、

（87－4－57）
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パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
者
達
の
精
神
的
貢
献
が
明
ら
か
と
な
る
。
同
時

に
、
ド
イ
ツ
民
法
に
対
す
る
理
解
も
発
展
・
深
化
・
洗
練
さ
れ
た
も

の
と
な
る
。
理
解
の
過
程
で
、
客
体
か
ら
戻
り
、
自
ら
再
び
客
体
に

向
か
い
あ
い
、
そ
の
た
び
に
、
我
々
の
認
識
は
深
ま
る
。
ま
た
、
そ

れ
を
一
旦
や
め
、
再
び
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
同
じ
こ
と
が
起

こ
り
う
る
。
例
え
ば
、
我
々
が
、
自
分
の
論
文
を
数
年
後
に
読
み
直

す
と
、
そ
の
間
に
得
た
経
験
に
よ
り
、［
一
六
五
］
そ
の
問
題
と
解

決
を
一
層
よ
く
認
識
す
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
モ
ム
ゼ
ン
が
想
定
し
た
も
の
と
は
や
や
異
な
る
。
モ
ム

ゼ
ン
の
見
解
で
は
、
歴
史
的
な
も
の
と
実
務
的
な
も
の
は
、
完
全
に

分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
そ
の
後
で
再
び
統
合
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
我
々
の
立
場
は
、
今
日
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
。
歴
史

的
な
も
の
を
排
除
す
る
こ
と
は
方
法
論
的
に
決
し
て
出
来
な
い
。
す

な
わ
ち
、
解
釈
学
的
過
程
に
お
い
て
、
歴
史
的
な
も
の
と
実
務
的
な

も
の
の
二
つ
は
常
に
結
合
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
進
め
ば
、
そ
れ
だ

け
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
伝
承
さ
れ
た
も
の
の
理
解
に
お
い
て
、

我
々
は
、
継
続
し
て
循
環
過
程
の
中
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
理
解
は

基
本
的
に
は
心
理
過
程
が
そ
の
対
象
で
あ
る
が
、
こ
の
見
解
は
、
心

理
学
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
人
間
は
他
人
の
思
考
に
自
ら

を
移
す
能
力
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
他
人
の
頭
の
中
で
生
じ
て
い
る

こ
と
を
多
か
れ
少
な
か
れ
、
正
確
に
観
念
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
能
力
を
学
問
的
対
象
に
応
用
し
、
そ
の
場
合
は
、「
法

理ratio�legis

」
が
他
人
の
観
念
に
あ
た
る

）
11
（

。

テ
ィ
ボ
ー
が
叙
述
す
る
通
り
、
十
一
世
紀
初
頭
の
ロ
ー
マ
法
復
活

以
降
、
法
教
義
学
と
解
釈
学
は
連
携
し
て
進
ん
で
き
た
が
、
ロ
マ
ン

主
義
的
解
釈
学
が
優
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
法
典
編
纂

と
い
う
事
態
が
生
ず
る
。
新
た
に
制
定
さ
れ
た
法
典
の
法
教
義
学

は
、
解
釈
学
を
片
隅
に
押
し
や
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
例

え
ば
、［
一
六
六
］
フ
ラ
ン
ス
の
注
釈
学
派
を
例
に
採
れ
ば
、
フ
ラ

ン
ス
民
法
を
た
だ
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
み
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
法
律
家
の
任
務
は
、
以
前
に
作
成
さ
れ
た
一
般
的
規
則
を

具
体
的
事
案
に
適
用
す
る
こ
と
で
あ
り
続
け
た
し
、
ま
た
、
現
在
も

そ
う
で
あ
る
。
適
用
す
る
た
め
に
は
、
法
律
家
は
解
釈
学
的
な
作
業

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
前
に
制
定
さ
れ
た
法
規
を
事
案
に
適

用
す
る
、
す
な
わ
ち
、
制
定
法
と
事
案
の
間
隙
を
解
釈
と
説
明
に
よ

り
架
橋
し
、
適
用
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
1（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
法

律
学
す
べ
て
は
、
こ
の
解
釈
学
的
意
味
に
お
い
て
常
に
「
歴
史
法

学
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ベ
ッ
テ
ィ
が
指
摘

し
、
ま
た
、
そ
の
後
、
ガ
ダ
マ
ー
が
哲
学
的
側
面
か
ら
同
様
に
指
摘

す
る

）
11
（

。
ガ
ダ
マ
ー
の
例
は
、
規
範
的
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
編
纂
法
典

（法政研究�87－4－58）
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は
規
範
的
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
所
与
の
事
例
か
ら
出
発
し
て
、
以
前

に
発
布
さ
れ
た
規
範
的
法
規
を
解
釈
、
説
明
、
適
用
し
、
そ
の
作
業

を
通
し
て
法
規
は
こ
の
事
例
に
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
ガ
ダ

マ
ー
は
、
こ
の
法
教
義
学
的
関
心
に
対
し
て
、
歴
史
的
関
心
を
対
照

す
る

）
11
（

。
ガ
ダ
マ
ー
は
、
規
範
的
法
規
か
ら
出
発
す
る
の
で
、
暗
黙
裡

に
、
以
前
に
妥
当
し
た
法
は
も
は
や
規
範
的
で
は
な
く
、
従
っ
て
、

考
慮
す
る
に
及
ば
な
い
、
と
考
え
る

）
11
（

。
こ
れ
は
正
し
い
か
？

第
九
節

あ
る
法
規
が
も
は
や
規
範
的
で
な
く
な
る
と
同
時
に
、
歴
史
的
テ

キ
ス
ト
と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
立
場
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
う
る

で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
法
律
家
に
と
っ
て
ど

ん
な
価
値
が
な
お
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
核
心
を
突
い
た
問
い
で
あ
る

が
、
ガ
ダ
マ
ー
は
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ガ
ダ

マ
ー
が
、
歴
史
家
に
と
っ
て
法
的
方
法
が
基
準
で
あ
り
、
従
っ
て
、

歴
史
的
テ
キ
ス
ト
を
現
在
に
も
適
用
す
る

）
11
（

、
と
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
形
式
上
は
も
は
や
規
範
的
で
な
い
法
的
テ
キ
ス
ト
に
も
こ
の
こ

と
は
当
て
は
ま
る
。
知
的
営
み
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
学
問
的
で

あ
れ
、
あ
る
い
は
、
社
会
的
関
係
に
お
い
て
で
あ
れ
、
こ
の
法
的
テ

キ
ス
ト
も
ま
た
、
規
範
的
に
読
ま
れ
る
。
形
式
上
は
も
は
や
規
範
的

で
な
い
こ
の
法
は
、
今
や
、
よ
り
高
次
の
、
あ
る
い
は
よ
り
広
い
平

面
に
お
い
て
、
規
範
的
（
規
範
定
立
的nom

othetisch

）
で
あ
り

続
け
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
律
家
が
、
理
論
的
考
察
の
脈
略
に
お
け

る
法
的
現
在
に
身
を
移
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
大
学

を
職
業
訓
練
校
と［
一
六
七
］区
別
す
る
も
の
で
あ
る

）
11
（

。
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
思
考
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
古
代
ア
テ
ネ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
で
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
、
プ
ラ
ト
ン
が
提
唱
し
、
教
え
た
よ
う
な
思
考

は
、
テ
オ
レ
イ
ア
、
理
論
、
す
な
わ
ち
事
物
の
表
層
背
後
に
潜
む
世

界
の
洞
察
、
に
達
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
法
上
の
不
法
行
為
で
あ
る
盗
が
そ
の
一
つ
の
例
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
今
日
の
窃
盗
を
含
む
。
ロ
ー
マ
法
の
、「
他
人
の
も
の
を

そ
の
同
意
を
得
な
い
で
、
利
得
の
目
的
で
触
れ
あ
る
い
は
持
ち
去
る

（
学
説
彙
纂
四
七
巻
二
章
一
法
文
三
項

）
11
（

）」
と
い
う
定
義
を
我
々
の
窃

盗
概
念
と
直
ち
に
比
較
す
れ
ば
、
我
々
は
、「
両
者
は
殆
ど
一
致
し
て

い
る
。
た
だ
接
触
が
少
し
違
う
」
と
い
う
で
あ
ろ
う

）
11
（

。
我
々
に
と
っ

て
は
、
こ
の
学
説
彙
纂
法
文
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
四
二
条
が

規
範
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
存

在
は
完
全
に
別
個
独
立
の
も
の
で
は
な
い
。
ゲ
ル
マ
ン
系
諸
民
族
に

も
盗
犯
処
罰
は
存
在
し
た
が
、「
盗
」
概
念
は
ロ
ー
マ
法
継
受
に
よ
っ

て
変
更
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
の
定
義
は
ロ
ー
マ
法
継
受

（87－4－59）
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の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
刑
法
二
四
二
条
の
み
が
形
式
的
か
つ

実
質
的
に
規
範
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
継
受
は
、
上
記
学
説
彙

纂
法
文
が
、
刑
法
上
は
規
範
的
で
は
な
い
が
、
時
と
し
て
、
実
質
的

に
は
規
範
と
し
て
働
く
、
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
現
代

の
解
釈
に
、
ロ
ー
マ
の
盗
解
釈
が
再
び
顔
を
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
学
説
彙
纂
法
文
は
、
我
々
が
そ
こ
か
ら
考
察
を
引
き
出
す

な
ら
ば
、
広
義
で
は
な
お
規
範
的
で
あ
る
。
占
有
窃
盗
つ
い
て
は
、

こ
れ
と
異
な
る
。
ロ
ー
マ
で
は
、
占
有
窃
盗
（
使
用
窃
盗
）
も
盗
で

あ
る
（
領
得
意
図
な
き
占
有
取
得
）。
我
々
の
も
と
で
は
、
占
有
窃

盗
は
、
刑
法
二
四
八
条
の
二
に
特
則
を
定
め
、
犯
罪
と
し
て
処
罰
し
、

も
っ
ぱ
ら
、
ジ
ョ
イ
ラ
イ
ド
（
遊
び
乗
り
）
に
対
し
て
適
用
さ
れ

る
。
古
代
ロ
ー
マ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
無
断
利
用
は
盗
と
さ
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
テ
オ
フ
ィ
ル
ス
が
適
切
に
記
す
よ
う
に
、
所
有
者
が

同
意
し
な
い
の
に
、
物
の
所
有
者
の
よ
う
に
振
舞
う
者
は
盗
を
犯
す

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。［
一
六
八
］
ロ
ー
マ
の
盗
は
さ
ら
に
一
時

的
な
占
有
取
得
、
た
と
え
ば
、
誘
拐
も
含
む
。
も
っ
と
広
い
理
解
が

あ
る
い
は
有
益
で
は
な
い
か
、
人
格
権
と
の
結
合
が
あ
り
う
る
の
で

は
な
い
か
、
等
々
、
盗
に
つ
い
て
の
ロ
ー
マ
法
と
現
行
法
と
の
比
較

か
ら
、
我
々
が
ど
の
よ
う
な
先
入
見
を
持
っ
て
い
る
か
が
明
ら
か
と

な
る
。
そ
れ
は
、
法
お
よ
び
法
律
学
に
つ
い
て
の
我
々
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
確
か
に
、
こ
の
学
説
彙
纂
法
文
は
、
直
接
に

こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
判
決
を
言
い
渡
せ
る
と
い
う
意
味
で
、
我
々

を
直
接
に
拘
束
す
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
存
の

窃
盗
規
律
が
十
分
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
変
更
す
べ
き
か
否
か
、

使
用
簒
奪
と
い
う
単
に
社
会
的
観
点
の
み
で
は
適
切
で
は
な
い
の
で

な
い
か
、
に
つ
い
て
熟
慮
す
る
契
機
を
与
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て

は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
や
は
り
規
範
的
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
裁
判

官
が
法
律
を
こ
の
意
味
で
拡
大
し
て
「
社
会
的
規
範
」
が
「
法
的
規

範
」
に
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
規
範
的
効
果
で
あ
る
。
規
範
的
、
規
範

定
立
的
と
は
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
法
的
に
拘
束
力
が
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
は
な
い
。
規
範
定
立
的
作
用
が
我
々
に
あ
る
い
は
社
会

生
活
に
及
ぶ
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
の
適
用
（
ガ

ダ
マ
ー
の
い
う
ア
プ
リ
カ
テ
ィ
オ
ー
ン
（
適
用
））
で
あ
る
。

第
一
〇
節

「
過
去
と
の
法
的
結
び
つ
き
は
法
典
編
纂
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、

従
っ
て
、
法
源
を
通
じ
て
成
立
し
て
い
た
中
世
以
来
の
連
続
性
は
断

絶
し
た
」
と
い
う
主
張
が
、
六
十
・
七
十
年
代
の
論
争
に
お
い
て
、

法
制
史
学
を
歴
史
学
分
野
と
位
置
付
け
る
別
の
一
つ
の
論
拠
で
あ
っ

た
）
11
（

。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
編
纂
法
典
だ
け
が
意
味
が
あ
る
、
し
か

し
、
実
際
に
は
、
法
典
編
纂
は
そ
れ
ま
で
の
法
と
の
断
絶
で
は
全
く

（法政研究�87－4－60）
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な
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
よ
う
に
、
編

纂
法
典
の
い
く
つ
か
は
、
大
部
分
、
正
に
そ
れ
以
前
の
法
の
継
続
発

展
で
あ
る
し

）
11
（

、
ド
イ
ツ
民
法
典
は
、
通
用
し
て
い
た
ロ
ー
マ
法
を
修

正
し
た
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
の
継
続
発
展
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、

法
典
編
纂
は
、
例
え
ば
、
実
務
上
通
用
し
て
い
た
ロ
ー
マ
法
の
伝
承

さ
れ
た
規
律
を
確
固
た
る
も
の
に
し
、
か
く
し
て
、
法
典
編
纂
の
帰

結
と
し
て
、
ま
っ
た
く
明
確
に
規
範
的
と
な
っ
た

）
1（
（

。
従
っ
て
、
次
の

よ
う
に
言
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、
法
典
編
纂
さ
れ
た
規
定
は
形
式
上

規
範
的
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
と
し
て
の
そ
れ
以
前
の
法
は
、（
そ
の

後
の
判
例
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
実
質
的
に
規
範
的
で
あ
る
。
ガ

ダ
マ
ー
は
、
テ
キ
ス
ト
そ
れ
自
体
に
限
定
し
た
の
で
、
こ
の
局
面
に

つ
い
て
は
何
ら
考
察
し
て
い
な
い
。［
一
六
九
］
ガ
ダ
マ
ー
に
と
っ

て
は
、
客
体
の
理
解
を
探
求
す
る
こ
と
、
主
体
と
客
体
間
の
認
識
論

的
懸
隔
を
橋
渡
し
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
歴
史
的
解
釈
学
の

枠
内
に
お
い
て
関
心
の
対
象
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
法
教
義
学
的

関
心
も
、
法
理ratio�legis

（
法
的
原
理
）
を
、
さ
ら
に
そ
れ
に
よ
っ

て
制
定
法
の
妥
当
意
義
を
認
識
し
か
つ
承
認
す
る
こ
と
を
要
請
す
る

こ
と
は
、
ガ
ダ
マ
ー
も
自
ら
認
め
る
。
法
律
家
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

自
身
の
時
代
に
関
わ
る
な
ら
ば
、
法
律
家
は
お
の
ず
か
ら
歴
史
と
関

わ
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
、
法
教
義
学
的
理
解
は
す
べ
て
、
常
に

歴
史
的
理
解
で
も
あ
る
。

第
一
一
節

歴
史
的
法
テ
キ
ス
ト
の
場
合
は
、
法
的
な
理
解
が
期
待
さ
れ
る
法

的
創
作
物
が
対
象
と
な
る
。
こ
の
故
に
、
法
的
テ
キ
ス
ト
を
扱
お
う

と
す
る
歴
史
家
は
、
ガ
ダ
マ
ー
に
従
え
ば
、「
法
的
に
思
考
す
る
能

力
も
持
た
」
ね
ば
な
ら
な
い

）
11
（

。「
法
的
思
考
」
の
も
と
に
、
何
を
理

解
す
る
の
か
の
説
明
が
、
こ
こ
で
不
可
欠
で
あ
る
。
実
定
法
を
対
象

と
し
て
理
解
す
る
に
は
た
だ
テ
キ
ス
ト
を
読
む
以
上
の
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
対
象
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
系
統
体
系

System
atik

の
知
識
も
必
要
と
す
る
。
ラ
ニ
エ
リ
が
強
調
す
る
よ

う
に
、
対
象
を
実
定
法
に
限
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
法
律
学
は
思
考

構
造
を
含
む
（
こ
れ
を
デ
ィ
ル
ヒ
ァ
ー
が
表
現
す
る
よ
う
に
、
西
洋

的
合
理
化
過
程
と
名
付
け
る
こ
と
が
出
来
る

）
11
（

）。（
ラ
ニ
エ
リ
が
言
及

す
る
よ
う
に
）
ユ
ス
・
コ
ム
ー
ネ
（
大
陸
普
通
法ius�com

m
une

）

は
、
実
体
法
上
は
一
度
た
り
と
も
統
一
的
で
は
な
か
っ
た
。（
そ
れ

は
学
識
法
、
教
会
法
、
多
数
の
地
方
法
の
寄
せ
集
め
で
あ
っ
た
が
）、

そ
こ
に
お
い
て
本
当
に
統
一
的
で
あ
っ
た
の
は
、
思
考
方
法
お
よ
び

無
意
識
的
な
議
論
構
造
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
大
陸
法
律
家
を
育
て
特

徴
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
思
考
構
造
は
、
法
典
編
纂
が
な
さ
れ
た

後
も
引
き
続
き
維
持
さ
れ
、
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
大
陸
的
私

法
秩
序
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
故
に
、
こ
の
思
考
構
造
を
認

（87－4－61）
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識
し
追
求
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
ラ
ニ
エ
リ
は
述
べ
る

）
11
（

。
ベ

ツ
ェ
マ
ー
が
類
似
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
ロ
ー

マ
法
学
の
重
要
な
要
素
を
な
し
、
我
々
に
示
唆
に
富
む
の
は
、
様
々

な
法
秩
序
の
衝
突
を
め
ぐ
る
格
闘
に
あ
る
。
今
日
も
ま
た
、
多
数
の

法
秩
序
を
相
手
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
11
（

。
こ
の
思
考
構
造
は
、
現

行
実
定
法
と
同
じ
く
、
上
述
の
意
味
に
お
い
て
ま
た
規
範
的
で
あ

り
、［
一
七
〇
］
法
典
編
纂
の
時
代
を
は
る
か
に
遡
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
思
考
方
法
は
、
い
ず
れ
し
て
も
、
中
世
注
釈
学
派
の
系
統
体
系

に
み
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
古
典
期
ロ
ー
マ
法
学
者
達
の
系
統

体
系
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
思
考
構
造
は
、
法
典
編
纂
で
具
体
化
さ

れ
、
口
頭
で
の
教
育
、
お
よ
び
、
教
科
書
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
、
ま

た
、
今
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
思
考
構
造
が
実
定
法
と
結
び
つ

く
た
び
に
、
法
教
義
学
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
思
考
構
造
は
継
続

性
が
あ
り
、
ま
た
、
実
定
法
に
内
在
す
る
あ
る
種
の
継
続
性
が
あ
る

の
で
、
一
方
で
は
、
法
教
義
学D

ogm
atik

を
歴
史
的
比
較
的
に
学

習
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
過
去
の
法

を
理
解
す
る
た
め
に
は
こ
の
思
考
構
造
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
法
典
編
纂
を
求
め
る
近
世
の
願
望
は
、
自
然
法
的
体
系
的
叙
述

に
由
来
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
構
造
は
し
ば
し
ば
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
的

法
学
提
要
的
体
系
が
強
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
ガ
ダ

マ
ー
の
理
論
を
こ
の
点
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
補
完
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
的
解
釈
学
の
た
め
に
は
、
実
質
的
規
範

的
規
則
を
扱
う
こ
と
も
、
法
的
思
考
構
造
を
扱
う
こ
と
も
、
せ
ざ
る

を
え
な
い
、
と
。
こ
れ
は
、
扱
う
テ
ー
マ
に
当
然
関
係
す
る
が
、
過

去
の
法
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
現
在
の
法
律
学
に
有
意
義
で
あ
り

う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
大
陸
的
ロ
ー
マ
法
的
法
体
系
に
と
っ
て

は
、
法
制
史
は
、
歴
史
学
分
野
で
は
な
く
、
法
学
部
に
所
属
し
、
ま

た
、
法
学
部
に
の
み
所
属
す
る
、
と
い
う
結
論
に
至
る
。
法
制
史
は

現
存
の
法
律
学
（
実
定
法
よ
り
広
い
）
に
貢
献
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

法
制
史
は
依
然
と
し
て
、「
歴
史
法
学
」
で
あ
る
。

第
一
二
節

こ
の
こ
と
は
反
対
に
次
の
こ
と
も
意
味
す
る
。
研
究
対
象
で
あ
る

過
去
の
時
代
の
法
的
思
考
構
造
な
ら
び
に
実
質
的
規
範
的
法
（
実
定

法
お
よ
び
そ
の
系
統
体
系
）
に
必
ず
習
熟
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し

て
は
じ
め
て
、
理
解
な
ら
び
に
洞
察
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
知
識
が
な
く
て
は
、
立
ち
ゆ
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、

法
律
家
は
、
神
学
者
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
歴
史
家
が
テ
キ
ス
ト

を
扱
う
や
り
方
と
は
違
っ
た
や
り
方
で
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
扱
う
か

（法政研究�87－4－62）
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ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
例
を
示
そ
う
。
西
暦
四

三
七
年
秋
、
ロ
ー
マ
帝
国
西
部
統
治
の
若
き
皇
帝
ワ
レ
ン
テ
ィ
ニ

ア
ー
ヌ
ス
三
世
と
そ
の
従
姉
妹
エ
ウ
ド
ク
シ
ア
（
帝
国
東
部
皇
帝
テ

オ
ド
シ
ウ
ス
二
世
の
娘
）
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
お
い

て
盛
大
に
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
歴
代
キ
リ
ス
ト
教
皇
帝
の
発
布
し
た

法
令
を
ま
と
め
た
も
の
が
、「
法
令
集
成
（
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
）［
テ
オ

ド
シ
ウ
ス
法
典Codex�T

hodosianus

］」
と
し
て
、
両
帝
に
献
呈

さ
れ
、
婚
儀
に
格
段
の
光
彩
を
添
え
た
。
ワ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ー
ヌ
ス

三
世
帝
は
そ
れ
を
裁
可
し
た
。
同
帝
は
近
衛
長
官
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス

に
対
し
、
こ
の
法
令
集
成
を
ロ
ー
マ
に
持
参
し
、
ロ
ー
マ
元
老
院
に

提
示
す
る
よ
う
命
じ
た
。
あ
る
日
、
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
四

三
八
年
一
二
月
二
五
日
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
が
こ
の
こ
と
を
ロ
ー
マ

元
老
院
に
お
い
て
執
り
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
法
典
の
編
纂
を
命

ず
る
勅
法
も
ま
た
読
み
上
げ
た
。
元
老
院
議
員
達
は
歓
呼
（
無
数
の

喝
采
）
し
た
。［
一
七
一
］
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
は
朗
読
さ
れ
た
も
の

を
調
書
に
記
載
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
法
令
集
成
写
本
は
文
書
保
存
庫

に
収
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
を
元
老
院
議
事
調
書
抄
録

が
記
し
て
い
る

）
11
（

。

歴
史
家
は
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
に
意
味
を
与
え
、
歴
史
を
描
こ
う

と
す
る
。
皇
帝
の
婚
姻
を
婚
姻
政
策
に
よ
り
帝
国
西
部
東
部
の
結
合

を
保
持
す
る
試
み
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
、
ま
た
、
西
部
の
法
も
東

部
の
法
も
含
む
法
典
を
帝
国
東
西
の
結
合
に
尽
力
の
象
徴
と
し
て
解

釈
す
る
こ
と
は
正
し
い
。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
は
、
四
三
八
年
二
月
東

部
に
つ
い
て
法
典
が
拘
束
力
を
持
つ
と
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
西
部

に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
家
は
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く

次
の
よ
う
に
解
す
る
。
ロ
ー
マ
元
老
院
が
四
三
八
年
十
二
月
二
五
日

キ
リ
ス
ト
降
誕
日
に
こ
の
法
典
を
受
領
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の

法
典
が
西
部
に
お
い
て
も
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
な
ぜ
な

ら
、
す
で
に
以
前
に
元
老
院
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
実
定
法
制
定
権
能

を
有
す
る
法
制
度
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
か
く
し
て
、

こ
の
出
来
事
に
意
味
が
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
部
で
も
西
部

で
も
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
、
法
典
が
効
力
を
持
ち
、
帝
国
の
法
的
統

一
性
を
回
復
す
る
。
こ
の
出
来
事
を
歴
史
家
は
一
人
残
ら
ず
こ
の
よ

う
に
解
釈
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
は
部
分
的
に
正
し
い
に
過
ぎ
な
い
。
婚
姻
締

結
が
帝
国
東
部
西
部
結
合
強
化
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
的
を
射
て
い

る
（
な
ぜ
な
ら
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
は
娘
達
し
か
持
た
ず
、
ワ
レ
ン

テ
ィ
ニ
ア
ー
ヌ
ー
ス
帝
な
い
し
そ
の
息
子
が
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
を
継

ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て

は
、
当
っ
て
い
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
既
に
四
三
八
年
当
時
に
降
誕
節

（87－4－63）
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は
キ
リ
ス
ト
教
祝
祭
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
代
で
は
、
復
活
祭
が
最

重
要
祝
祭
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
日
付
に
あ
ま
り
大
き
な
宗
教

的
意
義
を
付
与
す
べ
き
で
な
く
、
ま
た
そ
の
影
響
を
受
け
る
べ
き
で

な
い
。
議
事
調
書
抄
録
の
テ
キ
ス
ト
は
、
日
付
を
一
月
朔
日
の
八
日

前
、
す
な
わ
ち
、
四
三
八
年
十
二
月
二
五
日
と
す
る
が
、
写
字
す
る

際
に
、
Ｉ
Ａ
Ｎ
（
一
月
）
は
Ｉ
Ｕ
Ｎ
（
六
月
）
と
よ
く
取
り
違
え
ら

れ
る
。
も
し
、
Ｉ
Ｕ
Ｎ
（
六
月
）
と
読
む
な
ら
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス

は
四
三
八
年
五
月
二
四
日
に
ロ
ー
マ
元
老
院
に
登
場
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
日
付
は
、
本
人
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
ロ
ー

マ
に
戻
っ
た
の
が
四
三
八
年
春
で
あ
る
こ
と
と
相
応
す
る
こ
と
に
な

り
、
な
ぜ
、
長
い
時
間
待
っ
て
は
じ
め
て
自
分
の
任
務
を
果
た
し
た

の
か
、
と
い
う
疑
問
に
頭
を
悩
ま
す
必
要
も
な
く
な
る

）
11
（

。
こ
れ
は
、

歴
史
的
に
見
れ
ば
よ
り
分
か
り
や
す
い
解
釈
で
あ
り
、［
一
七
二
］

十
二
月
二
五
日
は
降
誕
節
と
い
う
我
々
の
先
入
見
で
は
な
く
、
テ
キ

ス
ト
自
体
の
意
味
を
汲
む
も
の
で
あ
る

）
11
（

。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
歓
呼
と
は
な
に
か
？　

明
確
な
承
認
も
採
決
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
元
老
院
は

何
ら
決
定
を
下
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

）
11
（

。
こ
の
元
老
院
議
事
調
書
抄

録
は
法
的
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
法
的
テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
む
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
歴
史
的
に
、
た
と
え
ば
、
誰
が
写

字
し
た
か
を
探
求
す
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
と
し
て
論
ず
る
こ
と
も

出
来
る
。
し
か
し
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
法
的
に
は
、
こ
の
時
点
で

の
そ
れ
自
身
の
宇
宙
、
法
の
世
界
に
お
い
て
存
在
し
、
い
わ
ば
、
そ

の
時
代
に
移
り
戻
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
代
に
既
に
、
法
は
論

理
的
体
系
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

）
11
（

。
同
じ
こ
と
が
、
ど
れ

が
一
般
的
効
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
妥
当
し
、
ど
れ
が
そ
う
で
な
い

か
、
の
問
題
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
皇
帝
が
規
定
を
裁
可
さ
え

す
れ
ば
、
一
般
的
効
力
を
も
つ
、
と
か
、
あ
る
い
は
、
元
老
院
が
単

独
で
こ
の
よ
う
な
一
般
的
効
力
の
あ
る
決
定
を
議
決
し
う
る
、
と
い

う
こ
と
は
、
古
代
末
期
に
お
い
て
決
し
て
な
か
っ
た
。
皇
帝
が
元
老

院
に
お
い
て
規
定
を
読
み
上
げ
さ
せ
、
引
続
き
、
文
書
保
管
庫
に
保

管
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
一
般
的
効
力
の
あ
る
法
律
と
し

て
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
な

さ
れ
て
は
じ
め
て
そ
う
な
の
で
あ
る

）
1（
（

。
四
三
八
年
五
月
二
四
日
に
正

に
こ
の
こ
と
が
な
さ
れ
た
。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
は
こ
の
日
に
帝
国

西
部
で
も
効
力
を
得
た
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
法
的
テ
キ
ス
ト
の
場
合
は
、
歴
史
的
証
言
と

し
て
読
む
場
合
に
比
べ
、
多
く
の
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
自
ら
の
時

代
の
法
律
家
、
ま
た
そ
の
当
時
の
法
律
家
と
し
て
、
当
時
の
体
系
を

自
分
の
も
の
と
し
、
ま
た
法
的
思
考
構
造
に
習
熟
す
べ
く
努
め
る
べ

（法政研究�87－4－64）
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き
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
モ
ム
ゼ
ン
は
法
的
テ
キ
ス
ト
に
か
く
も
深

い
関
心
を
払
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
モ
ム
ゼ
ン
に
と
っ
て
は
、
法
的
テ

キ
ス
ト
は
過
去
の
時
代
が
化
石
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
信

頼
す
べ
き
事
実
を
示
し
、
そ
れ
ら
を
ロ
ー
マ
法
に
習
熟
し
た
法
律
家

と
し
て
読
む
こ
と
が
出
来
た
。
勿
論
、
四
世
紀
の
法
、
あ
る
い
は
十

三
世
紀
な
い
し
十
七
世
紀
の
法
は
、
現
代
の
法
が
違
う
よ
う
に
、
同

じ
も
の
で
は
な
い
。［
一
七
三
］
例
え
ば
、
確
か
に
家
族
法
は
変
わ
っ

た
。
し
か
し
、
財
産
法
（
私
は
相
続
法
も
こ
れ
に
含
め
る
）
は
普
遍

的
な
構
成
要
素
を
持
ち
、
今
日
も
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
す
で
に
モ
ム
ゼ
ン
も
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
法
律
家

に
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
術
が
加
わ
る
。
こ
の
こ
と
は
ラ
ニ
エ
リ
も
強

調
す
る
。
四
世
紀
の
法
律
家
、
中
世
の
法
律
家
、
近
現
代
の
法
律
家

の
間
に
、
本
質
的
に
一
致
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
市
民
法
的
」

（
ロ
ー
マ
法
的
）
法
律
家
に
、
若
干
の
努
力
の
必
要
が
あ
る
と
は
い

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
身
を
置
い
て
考
え
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
）
11
（

。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
法
規
は
、
そ
の
時
代
に
そ
の
適
用
を
見

る
。
こ
れ
に
反
し
、
そ
の
法
規
が
そ
の
中
で
機
能
す
る
体
系
は
、
あ

る
種
時
代
を
超
え
て
機
能
す
る

）
11
（

。
こ
れ
ら
の
領
域
に
由
来
す
る
資
料

を
歴
史
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
歴
史
的
事
実
と
し
て

通
常
の
歴
史
学
的
技
術
に
よ
っ
て
取
り
扱
う
（
例
え
ば
、
文
献
学
的

あ
る
い
は
文
学
的
に
）
の
で
は
足
ら
な
い
。
法
的
テ
キ
ス
ト
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
歴
史
的
あ
る
い
は
「
実
務

的
」
に
取
り
扱
お
う
と
望
ん
だ
と
し
て
も
、
法
的
に
思
考
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

）
11
（

。
理
屈
抜
き
に
法
律
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
三
節

法
制
史
を
歴
史
学
部
門
に
所
属
さ
せ
る
こ
と
は
、
上
述
の
と
こ
ろ

か
ら
、
誤
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
法
的
史
家legal�historians

」

が
行
っ
て
い
る
仕
事
が
こ
の
言
明
の
正
し
い
こ
と
を
最
も
強
く
証
拠

だ
て
る
。
い
く
つ
か
の
学
部
に
お
い
て
、
歴
史
学
の
枠
内
で
「
法
史

legal�history

」
部
門
が
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
最
近
数
十
年
の

現
象
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
モ
ム
ゼ
ン
の
方
法
論
が
実
行
さ
れ
て
い
る
、

と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
は
、
モ
ム
ゼ
ン
が
挙
げ
た
業
績

に
は
モ
ム
ゼ
ン
が
個
人
的
に
備
え
た
前
提
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と

を
早
々
に
忘
却
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ム
ゼ
ン
は

大
学
に
お
い
て
法
律
を
学
び
、
熟
達
し
た
法
律
家
で
あ
り
、
当
時
の

法
律
家
す
べ
て
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
法
に
精
通
し
て

い
た
。
モ
ム
ゼ
ン
は
古
典
期
ロ
ー
マ
法
体
系
に
深
く
身
を
沈
め
る
こ

と
が
出
来
、
法
資
料
刊
本
（
例
え
ば
「
学
説
彙
纂
」）
刊
行
に
よ
り

こ
の
能
力
を
証
明
し
て
い
る
。
モ
ム
ゼ
ン
に
と
っ
て
は
、
ロ
ー
マ
法

は,

そ
の
歴
史
叙
述
（
と
り
わ
け
、
制
度
史
的
側
面
）
に
関
し
て
は
、
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補
助
科
学
で
あ
っ
た
が
、［
一
七
四
］
同
時
に
、
モ
ム
ゼ
ン
に
と
っ

て
は
、
一
つ
の
独
立
の
専
門
分
野
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
は
、
共
和

政
後
期
以
降
、
体
系
化
の
強
い
圧
力
に
服
し
た
。
ロ
ー
マ
法
を
深
く

知
る
に
は
こ
の
系
統
体
系
（
ガ
ダ
マ
ー
「
法
的
思
考
」）
を
熟
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
11
（

。
古
典
期
ロ
ー
マ
法
学
者
、
中
世
法
学
者
、
あ

る
い
は
「
現
代
的
慣
用
」
法
学
者
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
解
釈
学
的
な
「
地
平
融
合
」
に
は
至
ら
な
い
。
モ
ム
ゼ

ン
は
両
者
を
自
分
の
中
で
統
合
し
た
。
現
在
の
古
代
史
研
究
者
に
は

こ
の
付
加
価
値
が
大
抵
欠
け
る
。
古
代
史
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
文

献
学
的
能
力
は
確
か
に
抜
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
マ
法
系
統
体

系
の
知
識
に
は
乏
し
い

）
11
（

。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス

法
典
あ
る
い
は
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
帝
勅
法
に
つ
い
て

の
研
究
書
も
、
こ
の
点
が
欠
け
る
た
め
に
成
果
を
挙
げ
て
い
な
い

）
11
（

。

第
四
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、

法
の
社
会
学
的
、
歴
史
的
利
用
が
再
び
登
場
す
る
。
古
代
史
学
は
活

発
で
あ
り
、
新
関
心
領
域
が
相
次
い
で
登
場
交
代
し
、
最
近
数
十
年

に
お
い
て
考
古
学
が
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
古
代
史
は
、
研
究

の
動
き
が
継
続
し
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
十
・
七
十

年
代
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
が
依
然
と
し
て
、
古
代
学
研
究
に
重
圧

と
な
っ
て
い
た
が
、
八
十
年
代
に
は
、
人
種
研
究
（
マ
ー
テ
ィ
ン
・

バ
ナ
ー
ル
の
『
黒
い
ア
テ
ネ
』）
次
い
で
、
そ
し
て
今
日
も
依
然
と

し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
、
さ
ら
に
、
古
代
末
期
社
会
の
聖
人
研
究

（
ペ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
）、
一
般
的
に
［
一
七
五
］
古
代
末
期
研

究
（
ジ
ョ
ン
・
マ
シ
ュ
ウ
、
ラ
ル
フ
・
マ
テ
ィ
サ
ン
、
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
・
デ
マ
ン
ト
な
ど
）、
い
ま
や
、「
感
情
」「
社
会
的
関
係
の
結

果
と
し
て
の
場
所
」
な
ど
の
テ
ー
マ
並
び
に
「
法
的
風
景
」
と
い
っ

た
表
現
が
な
さ
れ
る
。
特
に
、
古
代
末
期
に
対
す
る
関
心
は
法
制
史

に
影
響
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
、
ニ
ー

ブ
ー
ル
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
、
そ
し
て
と
り
わ
け
、
モ
ム
ゼ
ン
が
証
拠
だ

て
る
よ
う
に
、
古
代
末
期
の
最
重
要
資
料
は
、
法
史
料
、
す
な
わ
ち
、

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
お
よ
び
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
典
で
あ

る
。
こ
の
両
法
典
を
古
代
末
期
研
究
者
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
程
に

は
信
用
の
置
け
な
い
文
学
資
料
と
あ
わ
せ
て
、
盛
ん
に
利
用
し
た
。

そ
の
結
果
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
と
そ
れ
に
含
ま
れ
る
法
に
つ
い

て
、
興
味
深
い
研
究
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
を
歴
史
的

に
の
み
理
解
す
る
の
で
、
そ
の
利
用
方
法
は
表
面
的
で
あ
る
。
同
じ

こ
と
が
、
学
説
彙
纂
法
文
の
使
い
方
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
法

的
内
容
は
、
一
貫
し
て
た
だ
書
き
直
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し

て
、
歴
史
的
委
細
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
精
々
の

と
こ
ろ
、
法
の
社
会
学
が
な
さ
れ
る
（
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
興
味
の

あ
る
仕
事
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
法
的
テ
キ
ス
ト
を
理
解
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す
る
た
め
に
は
、
法
律
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
証
明
で

も
あ
り
、
同
時
に
、
ガ
ダ
マ
ー
の
分
析
が
正
当
で
あ
る
と
い
う
証
拠

で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
法
的
史
家legal�histrian

」
と

い
う
現
象
が
成
立
し
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
英
語
圏
に
み
ら
れ
る
。
し
か

も
、「
西
洋
古
典
史
家classical�historians

」「
古
代
史
家ancient�

historians

」
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
歴
史
法
学
」

は
あ
り
う
る
か
否
か
？　

答
え
は
遺
憾
な
が
ら
否
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
法
的
文
脈
で
読
み
理
解
す
る
の
で
な
け
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
、
法
に
つ
い
て
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
意
味
が
な

い
。
失
礼
な
が
ら
、
問
題
点
は
こ
こ
に
あ
る
。
学
説
彙
纂
詮
釈
（
エ

グ
ゼ
ゲ
ー
ゼ
）
に
習
熟
し
た
う
え
で
は
じ
め
て
、
法
的
テ
キ
ス
ト
を

扱
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
例
え
ば
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス

法
典
法
文
の
詮
釈
も
、
容
易
で
は
な
い

）
11
（

。

［
一
七
六
］
こ
の
よ
う
な
非
難
を
招
い
た
こ
と
は
、
英
米
諸
大
学

に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
的
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
民
事
法
的
）
法
制
史
の
今

日
の
弱
体
と
関
連
し
て
い
る
。
英
米
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
法
制

史
研
究
教
育
に
お
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
関
心
が
極
め
て
向
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
古
代
ロ
ー
マ
を
研
究
し
新
し
い
資
金
に
応

募
す
る
必
要
の
あ
る
古
代
史
研
究
者
に
、
法
的
テ
ー
マ
で
採
択
を
得

る
高
い
可
能
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
我
々
は

案
じ
な
く
て
も
い
い
の
か
？
私
は
、
危
惧
し
て
い
る
。
補
助
金
申
請

に
つ
き
決
定
す
る
委
員
会
は
こ
の
種
の
研
究
計
画
を
簡
単
に
、
し
か

も
、
正
に
一
般
的
な
も
の
で
法
教
義
学
的
な
も
の
で
は
な
い
が
故
に

採
択
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
四
節

解
釈
学
的
過
程
は
、
そ
れ
自
体
比
較
の
一
つ
で
も
あ
る
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
歴
史
的
な
比
較
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
は
こ
の
時

代
的
間
隔
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ズ
ワ
レ
ブ
が
し
た
よ
う

に
、
個
別
の
法
体
系
も
そ
れ
自
体
で
、
時
代
、
時
期
そ
の
他
の
歴
史

的
区
分
に
従
っ
て
歴
史
的
に
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
る

）
11
（

。
と
こ
ろ

で
、「
比
較
法
」
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
と
同
じ
く
、
あ
る
意
味
で

は
「
流
行
専
門
用
語
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
比
較
法
の
内
在
的
価
値

に
つ
い
て
見
誤
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
、
ツ
バ
イ
ゲ

ル
ト
、
ケ
ッ
ツ
は
法
制
史
と
比
較
法
の
間
に
基
本
的
に
何
ら
区
別
は

な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る

）
11
（

。［
一
七
七
］
法
は
、
歴
史
的
に
生
成

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
際
、
歴
史
的
側
面
を
考
察
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
単
な
る
現
状
認
識
で
は
十
分
で
は
な

い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
比
較
法
と
法
制
史
が
不
可
分
に
結
合
し
て
い

る
。
多
く
の
比
較
法
学
者
（
す
べ
て
で
は
な
い
）
は
、
最
後
に
は
比

（87－4－67）
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較
法
に
よ
る
法
の
統
一
を
目
標
と
す
る

）
1（
（

。
も
っ
と
も
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー

は
、
お
そ
ら
く
こ
の
見
解
に
は
賛
成
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
仕
方
で
法
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
考
え
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の

見
方
か
ら
す
れ
ば
、「
非
歴
史
的
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
過
去
の

法
体
系
を
比
較
し
あ
る
い
は
共
通
性
を
見
出
し
う
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
い
う
法
制
史
家
の
研
究
は
こ
れ
と
は
お
そ
ら
く
異
な
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
研
究
方
向
の
代
表
者
は
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
ポ
ス

ト
と
ウ
ェ
ン
ガ
ー
で
あ
る

）
11
（

。
こ
の
方
向
の
努
力
は
、
現
在
、
古
代
に

つ
き
、
後
記
の
ウ
ェ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ら
び
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

計
画
、
ま
た
、
近
世
に
つ
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
史
の
形
で
継
続
し

て
い
る
（
後
記
参
照
）。

し
か
し
、
比
較
法
と
法
制
史
は
不
可
分
に
結
合
し
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
、
例
え
ば
、
相
互
に
連
関
の
薄
い
な
い
し
全
く
な
い
法
体
系
を

扱
う
場
合
の
よ
う
に
、
完
全
に
重
な
り
あ
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

場
合
は
、
比
較
は
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
行
な
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
制
史
は
、
法
体
系
の
継
受
お
よ
び
継
承

の
故
に
、
容
易
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
継
受
に
よ
っ
て
、
実

質
的
に
あ
る
種
の
規
範
性
と
伝
統
的
思
考
構
造
が
存
在
す
る
こ
と
に

至
る
。
そ
の
こ
と
は
、
比
較
法
で
も
同
じ
伝
統
の
法
体
系
、
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
う

で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
法
制
史
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
法
制
史
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
私
法
の
出
発
点
と
し
て
議
論

の
前
面
に
出
て
く
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
る

）
11
（

。
従
っ
て
、
一
方
で
は
法

制
史
的
、
他
方
で
は
比
較
法
的
に
テ
ー
マ
を
相
次
い
で
論
じ
る
と
い

う
形
の
複
合
演
習
は
実
施
す
る
値
打
ち
が
あ
る

）
11
（

。［
一
七
八
］
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
連
合
的
テ
ー
マ
を
必
要
と
す
る
。
比
較
法
で
は
、
例

え
ば
、
一
般
的
に
「
異
な
る
法
秩
序
の
精
神
と
様
式
お
よ
び
そ
こ
で

慣
用
さ
れ
る
思
考
方
法
と
手
続
き
を
比
較
す
る
」、
あ
る
い
は
、
特

殊
テ
ー
マ
と
し
て
、「
特
定
の
実
質
問
題
な
い
し
利
益
衝
突
に
つ
い

て
の
異
な
る
法
秩
序
に
お
け
る
判
断
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
あ
り
え

る
）
11
（

。
法
制
史
の
中
で
、
比
較
法
的
手
法
を
採
る
次
の
二
つ
の
研
究

計
画
は
、
こ
の
判
断
基
準
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ウ
ェ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
二
〇
〇
三
年
の
「
古
代
近
東
法
制
史
研
究

計
画
」
に
お
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
小
ア
ジ
ア
の
法

お
よ
び
（
当
時
の
）
国
際
法
を
比
較
し
た

）
11
（

。
ま
た
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
に
お
い
て
現
在
実
施
中
の
研
究
計
画
は
、
も
っ
と
広
範
な
地
域

と
時
代
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
「
古
代
比
較
法
制
史
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

研
究
計
画
」
は
、
古
代
地
中
海
世
界
、
近
東
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
各

地
域
に
つ
い
て
、
六
世
紀
（
中
国
に
つ
い
て
は
七
世
紀
）
ま
で
を
体

系
的
・
比
較
的
に
取
り
扱
う

）
11
（

。
二
〇
世
紀
末
の
三
十
年
間
に
お
い
て
、

比
較
法
的
法
制
史
が
急
成
長
を
み
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
中
で

（法政研究�87－4－68）
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「
ユ
ス
・
コ
ム
ー
ネ
」（
大
陸
普
通
法
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
私
法
典

の
基
礎
と
観
念
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
チ
ン
マ
ー
マ
ン
お
よ
び
そ
の

他
の
学
者
が
、（
ス
イ
ス
南
部
ア
ス
コ
ナ
近
郊
の
モ
ン
テ
・
ヴ
ェ
リ

タ
で
一
九
九
六
年
四
月
二
四
―
二
七
日
開
催
の
）
会
議
に
お
い
て
、

ユ
ス
・
コ
ム
ー
ネ
お
よ
び
法
文
化
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
の
法
伝
統
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
現
行
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
仕
方
で
の
、
法
律
学
の
欧
州
化
を
提
唱
し
た
。
こ

こ
で
は
、［
一
七
九
］
説
明
モ
デ
ル
と
し
て
の
法
制
史
と
同
時
代
的

比
較
法
と
し
て
の
法
制
史
と
の
結
合
が
課
題
で
あ
る

）
11
（

。

比
較
法
に
対
す
る
関
心
の
増
大
か
ら
す
れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
比

較
法
史
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
会
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
「
比
較
法
史

誌Com
parative�Legal�H

istory

」
が
創
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
単

な
る
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
と
連
関
し
て
二
〇
一
四
年
以
降
「
法
の

起
源
。
ロ
ー
マ
法
、
法
史
、
比
較
法
国
際
雑
誌Legal�Roots,T

he�
International�Journal�of�Rom

an�law
,Legal�history�and�

com
parative�law

」
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、「
比
較

法
史
誌
」
掲
載
論
文
は
、
こ
の
比
較
法
的
努
力
が
、
す
べ
て
と
は
言

わ
な
い
ま
で
も
、
執
筆
者
の
大
部
分
が
実
際
に
は
実
現
し
え
て
い
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
が
他
の
法
制
史
専
門
誌
と
異
な

る
の
は
、
論
題
に
地
理
的
な
限
定
の
な
い
こ
と
、
す
べ
て
英
語
論
文

で
あ
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
言
い
う
る
の
は
、
精
々
の
と
こ
ろ
、
論

文
は
そ
れ
自
体
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
執
筆
者
自
身

に
、
自
分
の
法
体
系
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
付
与
さ
れ
た
先
入
見
に
対
し
て

認
識
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
読
者
は
遺
憾

な
が
ら
そ
こ
に
何
ら
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
限
定
を
し
て
初
め
て
成

果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
五
節

法
律
家
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
法
制
史
家
で
あ
り
う
る
こ
と
、
法
制

史
は
法
学
部
に
属
す
る
こ
と
が
、
正
に
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
法

制
史
家
は
法
学
部
に
そ
の
持
ち
場
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
法
学
部

に
所
属
す
れ
ば
、
現
代
の
法
も
講
義
担
当
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

は
、
や
む
を
得
ぬ
代
償
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
長
所
で
あ
る
！
研
究

に
お
い
て
も
、
講
義
に
お
い
て
も
現
代
法
と
歴
史
的
テ
キ
ス
ト
が
、

法
教
義
学
的
・
歴
史
的
な
仕
方
で
解
釈
・
説
明
・
適
用
に
よ
っ
て
結

合
す
る
。
そ
の
結
合
は
、
自
分
自
身
の
出
発
点
お
よ
び
法
の
基
礎
の

よ
り
的
確
な
理
解
に
通
ず
る
。［
一
八
〇
］
従
っ
て
、
法
制
史
は
「
歴

史
法
学
」
で
あ
る
。
真
の
法
を
認
識
し
う
る
と
い
う
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の

客
観
的
観
念
論
の
意
味
で
は
な
く

）
11
（

、
歴
史
的
テ
キ
ス
ト
の
理
解
に
お

い
て
、
そ
の
作
用
史
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
、
現
代
の

（87－4－69）
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法
な
ら
び
に
法
意
識
と
の
連
続
性
が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
事

実
に
基
づ
く

）
（11
（

。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
過
去
の
法
を
よ
り
深
く
理
解
し
、

ま
た
同
時
に
、
現
代
の
法
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
よ
り
深
い
理

解
こ
そ
学
問
で
あ
る
。
法
的
テ
キ
ス
ト
す
べ
て
は
、
原
則
と
し
て
そ

の
作
用
史
の
中
に
位
置
し
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
か
た
で
歴
史
的
な
の

で
あ
る
の
で
、
法
律
学
は
す
べ
て
常
に
「
歴
史
法
学
」
で
あ
る
。

（
１
）
十
九
お
よ
び
二
〇
世
紀
初
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
律
学
の
状
況
と

法
律
学
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
以
降
に
掲
げ
る
適
切
な
要
約

文
献
の
参
照
を
乞
う
。

（
２
）F.�C.�von�Savigny,�U

eber�den�Zw
eck�dieser�Zeitschrift,�

ZGR�1

（1815

）,�5-6.

（
３
）Savigny,�U

eber�den�Zw
eck

（
前
注
）�1-4.�
こ
れ
は
極
め
て
明

快
な
表
現
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
に
支
持
す
る
者

は
お
そ
ら
く
少
い
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
者
は
む
し
ろ
そ
の
中
間
に
真

実
を
求
め
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
一
五
年
年
段
階
で
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー

は
、
一
八
一
四
年
の
『
使
命
』
の
直
後
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
依
然
と

し
て
「
喧
嘩
腰
」
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
は
そ
の
こ
と
を

示
し
て
い
る
。「
過
去
が
現
在
に
対
し
、
あ
る
い
は
、
生
成
す
る
も

の
が
存
在
す
る
も
の
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
か
。
こ

の
こ
と
は
、
普
遍
的
な
問
い
で
あ
る
」。
次
い
で
、「
い
つ
の
時
代
も

過
去
す
べ
て
と
解
き
難
い
結
合
に
現
れ
る
」。Savigny,U

eber�den�
Zw

eck

（
注
２
）�2-3�

と
説
明
す
る
。『
目
的
』
論
文
で
は
、
同
じ
く
、

「
過
去
」、「
現
在
」、「
時
代
」、「
存
在
」、「
生
成
」
と
い
っ
た
い
く
つ

か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
法
の
源
と
そ

の
認
識
に
つ
い
て
の
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
見
解
と
連
関
す
る
。
サ
ヴ
ィ

ニ
ー
は
「
法
の
本
拠
は
国
民
の
共
通
意
識
に
あ
る
」
と
考
え
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、『
使
命
』
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）J.�Rückert,�Idealism

us,�Jurisprudenz�und�Politik�bei�Fried-
rich�Carl�von�Savigny,�Ebelsbach�1984,�111-112,�240�ff.

（
６
）A

.�W
ucher,T

heodor�M
om

m
sen,�Geschichtschreibung�und�

Politik,�Göttingen�1956,�45-46.

（
７
）W

ucher,�M
om

m
sen

（
前
注
）,�47.

（
８
）L.�W

ickert,�T
heodor�M

om
m

sen,�E
ine�B

iographie,��
Bd.I,�Lehrjahre,�Frankfurt�am

�M
ain�1959,�140;�J.�K

uczynski,�
T
heodor�M

om
m
sen-�Porträt�eines�Gesellschaftsw

issenschaft -
lers,�Berlin�1978,�196-199.�

新
し
い
文
献�A

.�Dem
andt,�A

.�Goltz,�H.�
Schlange-Schöningen,�T

heodor�M
om

m
sen,�W

issenschaft�und�
Politik�im

�19.�Jahrhundert,�Berlin/New
�York�2005;�J.W

iesehöfer,�
Theodor�M

om
m
sen,�Gelehrter,�Politiker�und�Literat,�Stuttgart�

2005;�W
.�Nippel,�B.�Seidenstricker,�Theodor�M

om
m
sens�langer�

Schatten,�Hildesheim
�2005.

（
９
）
こ
の
非
難
に
対
し
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、System

�des�heutigen�rö-
m
ischen�Rechts,�Bd.�I,�Berlin�1840,�V

orrede,�xiv-xv

に
お
い
て

反
論
し
て
い
る
。

（法政研究�87－4－70）
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（
10
）
王
立
プ
ロ
イ
セ
ン
学
士
院
会
員
就
任
講
演T

h.�M
om

m
sen,�Re-

den�und�A
ufsätze,�Berlin�1905,�36;�s.�W

ickert

（
注
８
）,�455-

456.�

歴
史
学
革
新
者
と
し
て
の
モ
ム
ゼ
ン
に
つ
き�S.�Rebenich,�

„U
nser�W

erk�lobt�keinen�M
eister“,�T

heodor�M
om

m
sen�

und�die�W
issenschaft�vom

�A
ltertum

�in:�W
iesehöfer,�M

om
-

m
sen

（
注
８
）,�185-205.

（
11
）Th.�M

om
m
sen,Gesam

m
elte�Schriften,�Juristische�Schriften�

III.�Bd.,�Berlin�1907,�„Die�A
ufgabe�der�historischen�Rechtsw

is -
senschaft“,�580-591;�„Die�Bedeutung�des�röm

ischen�Rechts“,�591-
600.�

こ
れ
に
つ
い
て
詳
細
な
論
文W

.�Ernst,�non�quia�ius�sed�quia�
Rom

anum
-M

om
m
sen�und�die�Rechtsw

issenschft�seiner�Zeit,�in�
Theodor�M

om
m
sen�und�das�Röm

ische�Recht,�hg.�v.�I.�Fargnoli,�
S.�Rebenich,�Berlin�2013,�15-34.

（
12
）T

h.�M
om

m
sen,�D

ie�A
ufgabe�der�historischen�Rechtsw

is-
senschaft

［A
ntrittsvorlesung�Leipzig�1848

］,�in�Th.�M
om

m
sen,�

Juristische�Schriften,�III.�Bd.,�Berlin�1907,�585-587.

（
13
）
参
照
、S.�Rebenich,�T

heodor�M
om

m
sen�und�A

dolf�H
ar-

nack,�W
issenschaft�und�Politik�im

�Berlin�des�ausgehenden�
19.�Jahrhunderts,�Berlin�N

ew
�Y

ork�1997,�55-56�（CIL

記
念
）。

（
14
）Th.�M
om

m
sen,�D

ie�A
ufgabe�der�historischen�Rechtsw

is-
senschaft,�in:�Gesam

m
elte�Schriften,�Juristische�Schriften�

III.�Bd.,�Berlin�1907,�580-591;�587:�

「
我
々
の
直
面
す
る
任
務
は
、

あ
の
無
数
の
資
料
の
中
か
ら
歴
史
的
な
も
の
を
す
っ
か
り
排
除
す
る

こ
と
、
実
務
的
民
法
を
体
系
的
法
構
造
へ
と
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
各
々
の
個
別
制
度
が
そ
の
歴
史
的
研
究
の
明
ら
か
に
し

た
独
自
性
に
お
い
て
も
、
法
体
系
全
体
と
の
調
和
の
中
に
も
表
れ
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
体
系
は
、
歴
史
的
法
研
究
の
精
髄
で
あ
り
、

ま
た
同
時
に
、
現
代
法
概
念
の
方
法
論
的
表
現
で
も
あ
る
こ
と
と

な
る
」。S.�Rebenich,�T

heodor�M
om

m
sen,�Eine�Biographie,�

M
ünchen�2002,�108.�

も
参
照
。

（
15
）D

em
andt�u.�a.,�M

om
m
sen

（
注
８
）,�3�

参
照
。

（
16
）『
ロ
ー
マ
国
制
法
』
に
対
す
る
今
日
の
批
判
的
評
価
に
つ
き
参
照�

W
.�N

ippel,�„Rationeller�Fortschritt“�auf�dem
�„antiquarischen�

Bauplatz“

―M
om

m
sen�als�A

rchitekt�des�„Röm
ischen�Sta-

atsrecht“,�in�:�D
em

andt�u.�a.,�M
om

m
sen�（

注
８
）,�246-258�

お
よ

び�W
.�N

ippel,�D
er�„A

ntiquarische�Bauplaz“,�T
heodor�M

om
-

m
sens�Röm

isches�Staatsrecht,�in�W
iesehöfer,�M

om
m
sen�

（
注
８
）,�165-184.�

そ
の
『
ロ
ー
マ
刑
法
』
に
つ
きU

.�Ebert,�„Straf-
recht�ohne�Strafprozess�ist�ein�M

essergriff�ohne�K
linge“,�

T
heodor�M

om
m
sen�und�das�„Röm

ische�Strafrecht“,�in�W
i -

esehöfer,�M
om

m
sen�（

注
８
）,�51-82�

参
照
。

（
17
）
グ
ラ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
ら
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
、Graden-

w
itz,�D

ie�Rechtsw
issenschaft�der�Gegenw

art�in�Selbst-
darstellungen,�hg.�v.�H

.�Planitz,�Bd.�III,�Leipzig�1929,�41-
88

。�

キ
ー
ス
リ
ン
グ
は
追
悼
文
末
尾
に
曰
く
「
彼
の
研
究
の
基
本
柱

は
常
に
同
じ
、
す
な
わ
ち
、
法
学
的
手
法
と
文
献
学
的
道
具
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
グ
ラ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
そ
の
師
テ
オ
ド
ー
ル
・

モ
ム
ゼ
ン
が
、
以
前
に
見
通
し
て
予
測
し
た
も
の
を
実
現
し
た
。
法

（87－4－71）
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律
学
と
文
献
学
の
架
橋
を
堅
持
し
た
の
で
あ
る
！
」E.�K

ießling,�
In�M

em
oriam

,�ZSS-rA
�56�

（1936

）,�418-425.�

コ
ー
シ
ャ
カ
ー
に

よ
る
追
悼
文
の
一
節
に
は
、「
と
い
う
の
は
、
彼
は
い
た
る
と
こ
ろ

で
、
問
題
の
方
法
論
的
・
技
術
的
側
面
に
関
心
を
示
し
た
。
グ
ラ
ー

デ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
そ
の
過
程
で
、
修
正
を
発
見
し
た
ら
、
関
心
は

萎
え
た
。
修
正
を
評
価
し
、
歴
史
的
連
関
に
お
い
て
位
置
付
け
る
こ

と
は
そ
の
関
心
で
は
な
か
っ
た
…
従
っ
て
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、

法
制
史
研
究
者
と
呼
べ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
…
」P.�K

oschaker,�
O
tto�Gradenw

itz

†,�ZSS-rA
�56�

（1936

）�IX
-X

II

。
こ
れ
に
加
え

参
照Chr.�Baldus,�Eigenw

illig�und�differenziert:�Eine�Lanze�
für�O

tto�Gradenw
itz,�in�H

om
o�heidelbergensis,�Festschrift�

für�K
laus-Peter�Schroeder�zum

�siebzigsten�Geburtstag,�
hg.v.�P.�Spieß,�Chr.�H

attenhauer,�M
.�H

ettinger,�N
eustadt�

an�der�W
einstraße�2017,�295-304.�

グ
ラ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、

モ
ム
ゼ
ン
の
弟
子
と
し
て
、
そ
の
理
念
と
好
み
を
共
有
し
て
い
た

こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
（
モ
ム
ゼ
ン
に
対
す
る
追
悼
文

N
achruf�auf�M

om
m
sen,�ZSS-rA

�38

（1904

）,�1-32�
参
照
）。
こ

の
こ
と
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
講
座
名
に
古
代
法
研
究
を
含
ん
で

い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
な
お
、
お
そ
ら
く
、
モ
ム
ゼ
ン
に
と
っ

て
は
、
講
座
名
に
「
そ
の
歴
史
的
意
味
に
お
い
て
ド
イ
ツ
法
を
研

究
」
を
含
め
る
こ
と
は
関
心
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う�

（G.�Beseler,�
V
olksrecht�und�Juristenrecht�

に
対
す
る
モ
ム
ゼ
ン
の
書
評:�

Gesam
m
elte�Schriften,�Juristishe�Schriften�III.Bd.,�Berlin�

1907,�494-500�

所
収
参
照
）。

（
18
）B.�Sirks,�W

ar�M
ühlenbruch�ein�Pandektist�?�in:�W

ie�pan-
dektisch�w

ar�die�Pandektistik?�Sym
posion�aus�A

nlass�des�
80.�Geburtstags�von�K

laus�Luig�am
�11.�Septem

ber�2015,�hg.�v.�
H
ans-Peter�H

aferkam
pf�und�T

ilm
an�Repgen,�T

übingen�2017�
186�ff.

（
19
）
こ
こ
で
は
、
デ
ィ
ル
ヒ
ァ
の
詳
細
な
分
析
叙
述
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
以
上
の
言
及
を
し
な
い
。G.�D

ilcher,�V
on�der�geschichtlichen�

Rechtsw
issenschaft�zur�Geschichte�des�Rechts,�in:�N

orm
�

und�T
radition,�hg.�v.�P.�Caroni,�G.�D

ilcher,�K
öln�W

eim
ar�

W
ien�1998,�112-118

（
参
照
文
献
つ
き
）。
次
注
の
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー
も

同
趣
旨
。

（
20
）
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー
は
、F.W

ieacker,�Privatrechtsgeschichte�
der�N

euzeit,�2.�A
ufl.�Göttingen�1967,�417�und�418�

に
お
い
て
、

法
制
史
の
完
全
な
解
放
に
つ
い
て
「
法
制
史
は
、
ロ
ー
マ
法
が
現
行

法
の
法
教
義
学
的
に
有
用
で
あ
る
限
り
、
歴
史
学
に
は
な
り
え
な
い
。

自
由
な
歴
史
的
理
解
は
、
学
説
彙
纂
法
文
の
解
釈
を
妨
げ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
法
文
解
釈
は
現
代
に
役
立
た
ね
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
…
」。

（
21
）A

.�F.�J.�T
hibaut,�U

eber�die�N
otw

endigkeit�eines�allge-
m
einen�bürgerlichen�Rechts�für�D

eutschland,�H
eidelberg�

1814.�

テ
ィ
ボ
ー
に
つ
い
て
は
新
た
に�A

.�F.�J.�T
hibaut�

（1772-
1840

）,�hg.v.�Chr.�H
attenhauer,�K

.-P.�Schroeder,�Ch.�Baldus,�
T
übingen�2017�

参
照
。

（
22
）H

.�S.�M
aine,�A

ncient�law
,�London�1861.

（法政研究�87－4－72）
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（
23
）
人
類
社
会
進
化
の
観
念
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
一
九
世
紀

に
オ
ー
ガ
ス
ト
・
コ
ン
トA

uguste�Com
te

が
こ
の
観
念
を
そ
の
社

会
学
理
論
で
特
に
強
調
し
た
。
そ
の
理
論
は
、
実
証
的
で
あ
り
、
す

な
わ
ち
、
た
だ
事
実
を
数
え
る
こ
と
（
何
が
事
実
と
い
え
る
か
は
争

い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
証
主
義
者
に
は
問
題
と
な
ら
な
い
）

で
あ
り
、
歴
史
に
お
い
て
、
人
類
の
進
歩
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
常

に
よ
り
高
い
水
準
に
到
達
す
る
、
と
考
え
た
。
こ
こ
に
は
、
基
本
的

に
、
啓
蒙
主
義
の
進
歩
思
想
の
残
滓
が
見
ら
れ
る
。

（
24
）J.�J.�Bachofen,�D

as�M
utterrecht,�Stuttgart�1861;�2.�A

ufl.�
1897:�3.�A

ufl.�Basel�1948�ders.,�Eine�A
usw

ahl�hg.�v.�H
ans-Jür -

gen�H
einrichs,�Frankfurt/M

ain�1975.

［stw
�135

］.

（
25
）
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
の
批
判U

.�W
esel,�D

er�M
ythos�vom

�M
atri-

archat.�Ü
ber�Bachofens�M

utterrecht�und�die�Stellug�von�
Frauen�in�frühen�Gesellschaften�vor�der�Entstehung�sta -
atlicher�H

errschaft,�Frankfurt�am
�M

ain�1980�
［stw

333

］
参

照
。

（
26
）Ph.�Landm

an,�Philosophische�A
nthropologie,�Berlin�1976,�

179,�185,�189,�196-197.

（
27
）
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
母
権
論
、
母
権
支
配
体
制
の
神
話
を

創
出
し
、
そ
の
見
解
は
、
我
々
の
法
の
文
化
的
諸
前
提
を
再
検
討
す

る
よ
う
今
日
に
至
る
ま
で
強
い
て
お
り
、
そ
の
業
績
は
指
針
的
役
割

を
演
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
八
十
年
代
以
降
展
開
し
た
、
法
お
よ
び

社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
議
論
は
正
に
そ
れ
を
目
的
と

し
て
い
る
。『
母
権
論
』
が
一
九
七
五
年
に
再
刊
（
縮
約
版
）
さ
れ

た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
増
補
新
版J.�J.�Bachofen,�M

utterrecht�
und�U

rreligionen,�Stuttgart�1984

は
こ
の
関
心
の
深
さ
を
証
す

る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、H

.�J.�H
ildebrandt,�Johann�Jakob�

Bachofen,�D
ie�Prim

är-und�Sekundärliteratur,�M
it�einem

�
A
nhang�zum

�gegenw
ärtigen�Stand�der�M

atriarchafts -
frage,�H

ardegsen�1988.�

民
族
学
領
域
で
の
そ
の
他
の
影
響
に
つ

き,U
.W

esel,�D
er�M

ythos�vom
�M

atriarchat,�Ü
ber�Bachofens�

M
utterrecht�und�die�Stellug�von�Frauen�in�frühen�Ge -

sellschaften,�Frankfurt�am
�M

ain�1980.�

（
28
）
例
え
ば�E.�D

urkheim
,�Leçons�de�sociologie,�Paris�1950,�

leçons�10-18�

参
照
。

（
29
）M

.�M
auss,�Essai�sur�le�don,�Form

e�et�raison�de�l’�échange�
dans�les�sociétés�archaïques,�in�A

nnée�Sociologique,�2.�S.,�1�

（1923-1924

）�in:�M
.�M

auss,�Sociologie�et�A
nthropologie,�Paris�

1966,�10-279�

（
ド
イ
ツ
訳:�Die�Gabe,�Frankfurt�am

�M
ain�1990�

［stw
743

］）
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
次
世
代
学
者
、
特
にT

.�M
agdelain,�

Y.�Thom
as

な
ど
。

（
30
）U

.�W
esel,�Geschichte�des�Rechts:�von�den�Frühform

en�
bis�zur�Gegenw

art,�M
ünchen�1977

（4.�A
ufl.

）.�

そ
の
継
続
お

よ
び
増
補
版U

.�W
esel,�Frühform

en�des�Rechts�in�vorstaat-
lichen�Gesellschaften:�U

m
risse�einer�Frühgeschichte�des�

Rechts�bei�Sam
m
lern�und�Jägern�und�akephalen�A

cker -
bauern�und�H

irten,�Frankfurt�am
�M

ain�1985.

（
31
）L.�Goldschm

idt,�H
andbuch�des�H

andelsrechts,�3.�A
ufl.,�

（87－4－73）
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Erster�Band:�Geschichtlich-literarische�Einleitungen�und�
die�Grundlehren.�Erste�A

bteilung:�U
niversalgeschichite�

des�H
andelsrechts,�Stuttgart�1891.

（
32
）J.�K

ohler�und�L.�W
enger,�I.�O

rientalisches�Recht�und�Recht��
der�Griechen�und�Röm

er,�in:�D
ie�K

ultur�der�Gegenw
art,�

Ihre�Entw
icklung�und�ihre�Ziele,�hg.v.�P.�H

inneberg,�T
eil�II,�

A
bteilung�V

II�i,�A
llgem

eine�Rechtsgeschichte,�Leipzig/Ber -
lin�1914.　

コ
ー
ラ
ー
は
、
後
年
法
哲
学
に
転
じ
た
。
そ
の
考
察
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
の
影
響
を
受
け
、
法
の

文
化
科
学
的
解
釈
に
至
り
、
法
を
各
文
化
段
階
の
自
然
法
と
し
て
把

握
し
た
。
コ
ー
ラ
ー
は
、
フ
リ
ッ
ツ
・
ベ
ロ
ル
ツ
ハ
イ
マ
ーFritz�

Berolzheim
er

と
協
力
し
て
、
一
九
〇
七
年A
rchiv�für�Rechts-und�

W
irtschaftsphilosophie

誌
を
創
刊
し
、
そ
の
二
年
後
、Internatio-

nale�V
ereinigung�für�Rechts-und�W

irtschaftsphilosophie.�（
一

九
三
三
年
以
降Internationale�V
ereinigung�für�Rechts-und�So-

zialphilosophie

）の
共
同
創
立
者
と
な
る
。
ポ
ス
トA

lbert�H
erm

an�
Post

に
つ
い
て
は
注
92
参
照
。

（
33
）
こ
れ
に
つ
き
、
後
記
第
一
四
節
参
照
。

（
34
）
第
四
節
に
お
い
て
名
前
を
挙
げ
た
学
者
お
よ
び
た
と
え
ば
ル
ワ

ル
ドH

ans�Lew
ald

な
ど
を
参
看
。
し
か
し
、
こ
の
分
野
の
研
究
方

向
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
35
）
エ
ッ
ク
ハ
ル
トK

arl�A
ugust�Eckhardt

の
法
学
教
育
改
革
に

つ
い
て
こ
こ
で
立
ち
入
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
ネ
ル
ゼ
ン
が

追
悼
文
に
お
い
て
要
約
し
て
い
る
、ZSS-germ

A
bt�104

（1987

）,�

504-505

。
ま
た
、
さ
ら
にW

ieacker,�Privatrechtsgeschichte�

（
注
26
）,�555-556�

参
照
。

（
36
）
特
に
言
及
す
べ
き
論
文
はG.�Radburch,�Gesetzliches�U

n-
recht�und�übergesetzliches�Recht,�SJZ,�1946,�107.�

さ
ら
に

参
照L.�Foljanty,�Recht�oder�Gesetz,�Juristische�Identität�

und�A
utoritäten�in�den�N

aturrechtsdebatten�der�N
ach -

kriegszeit,�T
übingen,�2013.

（
37
）H.�Coing,�E.R.�Curtius,�Europäische�Literatur�und�lateinisches�

M
ittelalter,�ZSSrom

A
bt�69�

（1952

）,�530-533

。
五
三
一
頁
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
法
制
史
構
想
を
述
べ
、
コ
ー
シ
ャ
カ
ー
に
も
言
及
す
る
。

（
38
）F.�W

ieacker,�Privatrechtsgeschichte�der�N
euzeit,�Göt-

tingen�1952�（2.�A
ufl.�1967

）.

（
39
）
一
九
二
五
年
既
に
レ
ー
ネ
ル
は
修
正
主
張
に
懐
疑
的
で
あ
っ

た
。O

.�Lenel,�Intelpolationenjagd,�ZSSrom
A
bt.�45

（1925

）,�
17-38.

修
正
批
判
研
究
は
一
九
七
九
年
カ
ー
サ
ー
の
論
考M

.�K
aser,�

Ein�Jahrhundert�Interpolationenforschungen�an�den�rö -
m

ischen�Rechtsquellen,�Ö
sterreichische�A

kadem
ie�der�

W
issenschaften,�A

nzeiger�der�Philosophisch-H
istorischen�

K
lasse,�W

ien�1979,�84-113

に
よ
っ
て
い
わ
ば
終
止
符
が
打
た
れ

た
。
現
行
法
教
義
学
と
ロ
ー
マ
法
テ
キ
ス
ト
理
解
を
一
致
さ
せ
る
た

め
に
、
修
正
批
判
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
印
象
が
時
折
持

た
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
40
）
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
正
当
性
を
証
明
す
る
た
め
に
。
こ
の

思
想
体
系
で
は
、
良
心
的
な
研
究
者
が
優
れ
た
客
観
的
業
績
を
上

（法政研究�87－4－74）
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げ
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
フ
ィ
ク
マ
ン

は
、
こ
の
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
に
お
い
て
研
究
活
動
を
行

い
、
極
め
て
貴
重
な
論
文
を
書
い
た
。
そ
の
論
文
はI.�F.�Fikhm

an,�
W

irtschaft�und�Gesellschaft�in�spätantiken�Ä
gypten:�

K
leine�Schriften,�besogt�von�A

.�Jördens,�Stuttgart�2006

に

集
成
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）
コ
ー
イ
ン
グ
は
、
一
九
五
二
年
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
見
解
に
依

拠
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
史
に
と
っ
て
、
一
体
的
意
義
を
見
出
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
全
体
が
内
的
に
連
関
し
て
い
る

対
象
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
こ
の
こ
と
は
、
古

代
法
に
つ
い
て
は
常
に
疑
問
で
あ
る
、
と
考
え
る
（
後
記
注
92
お
よ

び
93
参
照
）。
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー
の
考
え
で
は
、
歴
史
法
学
派
の
二
つ

の
方
向
は
、
今
日
で
は
、
規
範
定
立
的
で
は
な
く
、
個
別
記
述
的
学

問
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
歴
史
学
の
部
門
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

個
別
的
存
在
を
対
象
と
す
る
学
問
で
あ
っ
て
、
法
的
当
為
を
対
象
と

す
る
学
問
で
は
な
い
、
前
掲
書
四
二
三
頁
。
彼
は
、
理
念
型
の
概
念

（
自
ら
は
む
し
ろ
、
物
的
構
造
と
い
う
用
語
を
あ
て
る
、
同
四
二
六

頁
）
を
法
的
要
素
と
し
て
み
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
我
々
は
、
原
則

的
に
モ
ム
ゼ
ン
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
も
と
に
戻
る
こ
と
と
な
る
。
デ
ィ

ル
ヒ
ァ
ー
は
、
一
九
九
八
年
、
法
制
史
を
西
洋
的
合
理
化
過
程
の
歴

史
と
し
て
、
国
制
史
を
支
配
、
合
法
的
権
力
独
占
お
よ
び
法
の
観
点

か
ら
考
察
し
う
る
と
す
る
（D

ilcher,�V
on�der�geschichtlichen�

Rechtsw
issenschaft,�in:�N

orm
�und�T

radition,�

（
注
19
）�129ff.�

参
照
）。
第
一
の
テ
ー
ゼ
は
、
法
学
の
伝
統
的
思
考
構
造
を
強
調
す

る
ラ
ニ
エ
リ
の
所
説
に
極
め
て
近
い
（
注
72
参
照
）。

（
42
）
最
も
重
要
な
も
の
の
み
を
要
約
す
る
。
詳
細
か
つ
優
れ
た
概

観
を
与
え
る
の
は
、�P.�Landau,�Bem

erkungen�zur�M
ethode�

der�Rechtsgeschichte,�Zeitschrift�für�N
euere�Rechtsges -

chichte�2�

（1980

）,�117-131;�N
orm

�und�T
radition,�W

elche�
Geschichtlichkeit�für�die�Rechtssgeschichte�?�/Fra�norm

a�
e�tradizione,�Q

uale�storichità�per�storià�giuridica?,�hg.v.�P.�
Caroni,�G.�D

ilcher,�K
öln-W

eim
ar-W

ien�1998�

（
こ
の
書
籍
に
対

す
る
書
評F.�Ranieri�in�ZSS�germ

.�A
bt.�118�

（2001

）,�703-714

）;�
M

aking�legal�history:�approaches�and�m
ethodologies,hg.�

v.�A
nthony�M

usson�und�Chantal�Stebbings,�Cam
bridge�

2012,�

そ
の
中
で
特
に�M

.Senn,T
he�m

ethodological�debates�in�
Germ

an-speaking�Eupope

（1960-1990

）,�109-117.�

さ
ら
に
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
論
考
がD

er�praktische�N
utzen�

der�Rechtsgeschichte,�H
ans�H

attenhauer�zum
�8.�Septem

-
ber�2001,�H

eidelberg�2003.

（hg.�v.�J.�Eckert

）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

（
43
）Senn,�T

he�m
ethodological�debates,�in:�M

aking�legal�his-
tory�

（
注
42
）,�110-111.�

シ
ュ
テ
ー
ク
ミ
ュ
ラ
ー
の
著
作
は�W

.�Steg-
m
üller,�Problem

e�und�Resultate�der�W
issenschaftstheorie�

und�A
nalytischen�Philosophie,�1973-1986.�

と
し
て
立
派
な
四
巻
本

と
し
て
出
版
。

（
44
）
二
〇
〇
九
年
の
会
議
で
の
報
告�Senn,�T

he�m
ethodological�

debates,�in:M
aking�lagal�history�

（
注
42
）,�112-113�

参
照
。
構
成

（87－4－75）
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と
し
て
の
歴
史
に
お
け
る
「
構
成
」
を
、
た
と
え
ば
、
キ
ー
ソ
ウR.�M

.�
K
iesow

�

が
『
法
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
』A

lphabet�des�Rechts

で

示
唆
す
る
よ
う
に
、
構
成
す
る
も
の
が
全
く
ど
う
で
あ
っ
て
も
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
と
私
は
考
え
る
。
そ
れ
は
、
既
に
存
在
す

る
も
の
の
構
成
を
意
味
し
、
恣
意
的
に
取
り
扱
い
得
る
も
の
で
は
な

い
。
ガ
ダ
マ
ー
が
常
に
強
調
す
る
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
尊
重
が
、
理

解
の
た
め
に
絶
対
的
に
必
要
で
あ
り
、
正
に
枠
を
決
め
る
の
で
あ
る
。

Senn

は
さ
ら
に
、Luhm

ann,�Soziale�System
,�Grundriss�einer�

allgem
einen�T

horie,�Frankfurt�am
�M

ain,�1984

を
基
礎
と
す
る

体
系
論
に
言
及
す
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
も
は
や
聞
か
な
い
。

（
45
）
位
置
づ
け
と
方
法
に
関
し
詳
細
な
概
観
に
つ
き
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー
、

前
掲
書
、
四
二
四
―
四
三
〇
頁
お
よ
び
同
所
注
三
三
参
照
。

（
46
）
ラ
ン
ダ
ウ
は
、
と
り
わ
け
コ
ー
イ
ン
グ
に
言
及
す
る
、Landau,�

Bem
erkungen�（

注
42
）,�119.

（
47
）
例
え
ば
、
デ
ィ
ル
ヒ
ァ
ー
、
カ
ロ
ー
ニ
は
、
規
範
的
法
的
な
問

題
設
定
を
法
社
会
学
的
な
も
の
に
移
す
べ
き
こ
と
を
力
説
し
、
他

方
、
グ
ロ
ッ
シ
は
文
化
科
学
的
観
点
が
重
要
で
あ
る
と
論
ず
る
、G.�

D
ilcher,�P.�Caroni,�N

orm
�und�T

radition,�in:N
orm

�und�T
ra -

dition�（
注
19
）�9-20;�P.�Grossi,�M

odelli�storici�e�progetti�attu-
ali�nella�form

azione�di�un�diritto�futuro�europeo,�in:�N
orm

�
und�T

radition�（
注
19
）,�145-152

。

（
48
）
同
旨Coing

お
よ
び�Landau,�Bem

erkungen�（
注
42
）,�120-121.

（
49
）Landau,�Bem

erkungen�（
注
42
）,�122-123.

（
50
）E.�Betti,�D

as�Problem
�der�K

ontinuität�im
�Licht�der�rechts-�

historischen�A
uslegung,�W

iesbaden�1957,�10,�11-12.�

ベ
ッ
テ
ィ

は
、
そ
の
解
釈
理
論
を
詳
細
に
論
じ
た
、T

eoria�generale�della�
interpretazione,�M

ilano�1955

（
そ
の
ド
イ
ツ
語
訳�A

llgem
eine�

A
uslegungslehre�als�M

ethodik�der�Geistw
issenschaften,�

T
übingen�1957�

歴
史
的
解
釈
に
つ
き
、
二
九
八
頁
以
下
）。

（
51
）A

.�E.�J.�T
hibaut,�T

heorie�der�logischen�A
uslegung�des�

röm
ischen�Rechts,�A

ltona�1806,� §§16ff.

（58ff.

）,�

特
に132ff.�

テ
ィ
ボ
ー
に
つ
き
、
近
時Chr.�H

attenhauer,�K
.-P.�Schroeder,�

Ch.�Baldus,�A
.�F.�J.�T

hibaut�（1772-1840

）,�T
übingen�2017.（

注

21
）,�

そ
の
中
で
特
にB.�M

ertens,�T
hibauts�Rechtsquellenleh-

re,�113-125,�

お
よ
び�S.�M

eder,�T
hibauts�H

erm
eneutik,�128-

146.

（
52
）
テ
ィ
ボ
ー
に
み
ら
れ
る
解
釈
、
説
明
、
適
用
の
結
び
つ
き
にH

.-G.
Gadam

er,�W
ahrheit�und�M

ethode,�T
übingen�1960�

（zitiert�
nach�der�4.�A

ufl.�1975

）,�307ff.�

は
接
合
す
る
。
し
か
し
、
ガ
ダ

マ
ー
は
、
す
ぐ
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
解
釈
学
的
過
程
で
、
主
体
も

ま
た
認
識
対
象
と
無
関
係
な
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。
実
際
、

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
つ
い
て
こ
の
こ
と
を
批
判
す
る
、
同
書
三
〇
九
頁
。

（
53
）
モ
ム
ゼ
ン
『
ロ
ー
マ
史
』
は
い
く
つ
か
の
点
で
は
そ
の
時
代
の

政
治
的
対
立
、
自
身
の
政
治
的
見
解
が
色
濃
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。

D
ilcher�（

注
19
）�127,�

お
よ
びRebenich,�M

om
m
sen�（

注
14
）,�85-

98　

参
照
。

（
54
）
解
釈
学
に
つ
い
て
の
簡
明
な
記
述
、W

.�Schulz,�A
nm

erkun-
gen�zur�H

erm
eneutik�Gadam

ers,�in:H
erm

eneutik�und�

（法政研究�87－4－76）
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D
ialektik,�A

ufsätze,�T
eil�I,�hg.�v.�R.�Bubner,�K

.�Cram
er,�R.�

W
iehl,�T

übingen�1970,�305-316.
（
55
）Gadam

er,�W
ahrheit�（

注
52
）,�307ff.

（
56
）Gadam

er,�W
ahrheit�

（
注
52
）,�293,�294.�

ま
た
、
お
そ
ら
く
次

の
よ
う
に
も
言
え
る
。
主
体
は
客
体
か
ら
正
面
に
認
め
ら
れ
て
初
め

て
主
体
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
元
来
ヘ
ー
ゲ
ル
が
既
に
述

べ
た
こ
と
で
あ
る
。

（
57
）Gadam

er,�W
ahrheit�（

注
52
）,�308-311.�

そ
の
故
に
、
ガ
ダ
マ
ー

も
、
法
的
テ
キ
ス
ト
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
法
的
思
考
が

出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。

（
58
）Gadam

er,�W
ahrheit�

（
注
52
）,�287-288;�288:�

「
地
平
と
は
、
む

し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
へ
と
歩
み
入
り
、
わ
れ
わ
れ
と
と
も
に
動

く
も
の
な
の
で
あ
る
…
こ
の
包
括
的
な
地
平
を
動
か
す
の
は
、
ま
ず

歴
史
意
識
な
の
で
は
な
い
。
歴
史
認
識
に
よ
っ
て
、
こ
の
運
動
が
自

分
自
身
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
あ
る
」（
轡
田
収
、
巻
田

悦
郎
訳
『
真
理
と
方
法
』
第
二
巻
、
法
政
大
学
出
版
局
二
〇
〇
八
、

四
七
六
頁
）。

（
59
）Gadam

er,�W
ahrheit�

（
注
52
）,�285

：「
こ
の
完
遂
不
可
能
な

の
は
反
省
に
欠
陥
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の

我
々
自
身
の
本
質
に
あ
る
」（
前
掲
訳
書
四
七
三
頁
）。
こ
の
表
現
に

よ
っ
て
、
ガ
ダ
マ
ー
は
、
我
々
の
理
解
を
可
能
に
し
、
ま
た
、
あ
ら

か
じ
め
規
定
し
て
い
る
状
況
の
中
に
す
で
に
我
々
が
い
る
の
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
我
々
は
理
解
し
う
る
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

そ
れ
を
自
ら
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
60
）
そ
れ
は
接
近
す
る
に
留
ま
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
意
思
疎
通
に
よ
り
益
々
近
づ
く
。
参
照Encyclopedia�of�

Philosophy�and�the�Social�Sciences,�SA
GA

�pubulications

所

収
の
項
目N

eural�H
erm

eneutics�

（Chr.�Frith,�T
h.�S.�W

enzer

執
筆
）「
他
人
の
精
神
世
界
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
原
則
と

し
て
、
同
じ
仕
組
み
を
適
用
し
う
る
。
木
な
ど
の
物
体
の
認
識
と
は

異
な
り
、
こ
の
過
程
は
双
方
向
に
行
わ
れ
る
の
が
大
き
な
相
違
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
私
が
あ
な
た
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
間
に
、
あ
な

た
は
私
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
、
感
覚
的
な
証
拠
は
、
私

が
聞
く
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
か
ら
、
あ
な
た
が
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
考
え
を
推
測
す
る
。
あ
な
た
が
言
い
そ
う
な
こ
と
を
予
測
す

る
の
み
な
ら
ず
、
私
が
何
か
つ
ぶ
や
き
、
あ
な
た
の
反
応
を
予
測
す

る
と
い
っ
た
仕
方
で
、
私
は
、
自
分
の
推
測
を
確
か
め
る
こ
と
が
出

来
る
。
こ
の
間
、
あ
な
た
の
方
で
は
、
私
が
言
う
こ
と
に
対
し
て
、

同
じ
作
戦
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
。
我
々
ふ
た
り
の
予
測
に
誤
り
が

極
め
て
少
く
な
れ
ば
、
我
々
は
お
そ
ら
く
互
い
に
理
解
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
場
合
に
、
我
々
は
誤
り
を
で
き
る
だ
け
減
ら
そ
う
と
す

る
が
、
そ
の
誤
り
は
、
あ
な
た
の
考
え
と
私
の
考
え
の
相
違
で
は
な

い
。
我
々
各
自
の
考
え
に
は
直
接
接
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し

ろ
そ
れ
は
、
私
の
考
え
と
、
あ
な
た
の
考
え
に
つ
い
て
の
私
の
表
現

と
の
違
い
で
あ
る
。
予
測
符
号
化
の
用
語
で
表
現
す
る
一
つ
の
利
点

は
、
そ
れ
が
解
釈
学
的
循
環
の
観
念
を
う
ま
く
把
握
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
循
環
で
は
、
全
体
は
部
分
へ
の
言
及
な
し
に
は
理
解
で
き

な
い
し
、
同
時
に
、
部
分
は
全
体
の
参
照
な
し
に
は
理
解
で
き
な
い
。

（87－4－77）
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同
じ
よ
う
に
、
予
測
符
号
化
の
輪
で
は
、
推
則
さ
れ
た
原
因
（
理
念
、

全
体
）
は
証
拠
を
予
測
し
、
他
方
、
同
時
に
、
証
拠
（
言
語
、
部
分
）

は
推
則
さ
れ
た
原
因
を
修
正
す
る
」。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
哲
学
的
に
表
現

し
、
極
め
て
体
系
化
し
て
論
じ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
心
理
学
的
に

極
め
て
適
確
な
観
察
が
見
ら
れ
る
。
ガ
ダ
マ
ー
も
、
自
ら
を
他
人
の

も
と
に
移
す
過
程
と
名
付
け
る
、Gadam

er,�W
ahrheit�

（
注
52
）,�

288-289.�

認
識
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
で
あ
ろ
う
と
事
物
で
あ
ろ

う
と
世
界
で
あ
ろ
う
と
基
本
的
に
異
な
ら
な
い
。

（
61
）
同
旨
ベ
ッ
テ
ィBetti,Problem

�（
注
50
）,�10.

（
62
）Gadam

er,�W
ahrheit�（

注
52
）,�307ff.

（
63
）Gadam

er,�W
ahrheit�（

注
52
）,�308.

（
64
）Gadam

er,�W
ahrheit�

（
注
52
）,�311:�
「
歴
史
家
が
、
現
在
も
通

用
し
て
い
る
法
テ
キ
ス
ト
を
扱
う
の
は
、
確
か
に
特
別
の
事
例
で
あ

る
」（
前
掲
訳
書
五
一
一
頁
）。
ガ
ダ
マ
ー
は
こ
れ
に
つ
き
そ
れ
以
上

は
述
べ
な
い
。

（
65
）
こ
の
こ
と
を
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
が
「
歴
史
と
は
、
あ
る
文
明
が
過

去
に
対
し
決
算
書
を
交
付
す
る
精
神
的
形
式
で
あ
る
」
と
表
現
す

る
。J.�H

uizinga,�Culturhistorische�verkenningen,�H
aarlem

�
1929,�156:

（
66
）
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
現
在
存
在
す
る
法
を
認
識
し
、
適
用
す

る
こ
と
、
つ
ま
り
テ
ク
ネ
ー
、
の
み
が
問
題
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
の
場
合
は
、
法
は
単
な
る
包
摂
技
術
と
し
て
教
育
し
習
得
す
る
こ

と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ガ
ダ
マ
ー
は
、
正
に
、
裁
判
官
を
例

に
挙
げ
て
、
反
対
す
るGadam

er,�W
ahrheit�

（
注
52
）,�313

。
大
学

に
お
い
て
学
生
達
に
、
法
規
を
よ
く
考
え
抜
き
、
法
規
を
主
体
的
に

取
り
扱
う
能
力
を
伝
授
し
、
そ
の
能
力
を
発
展
、
強
化
す
る
道
具
を

与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
67
）
学
説
彙
纂
四
七
巻
二
章
一
法
文
三
項　

パ
ウ
ル
ス　

告
示
注
解

三
九
巻
「
盗
は
、
利
得
を
目
的
と
し
、
物
自
体
あ
る
い
は
そ
の
使
用

ま
た
は
占
有
に
つ
い
て
、
悪
意
で
觸
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
認

め
る
こ
と
は
自
然
法
が
禁
じ
て
い
る
」。
我
々
の
現
代
の
定
義
は
、

領
得
意
図
に
よ
る
持
ち
去
り
に
限
定
す
る
の
で
、
ロ
ー
マ
法
盗
概
念

の
ほ
う
が
広
い
。

（
68
）
ロ
ー
マ
時
代
に
「
ミ
ー
・
ト
ゥm

e-too�

」
を
想
定
す
る
と
し
よ
う
。

甲
が
乙
所
有
の
（
魅
力
的
な
）
女
性
奴
隷
と
関
係
を
持
っ
た
と
す
る
。

盗
が
な
さ
れ
た
か
？
甲
が
そ
の
女
性
を
連
れ
出
し
た
な
ら
問
題
と
な

ら
な
い
。
性
愛
の
た
め
の
み
（
従
っ
て
、
利
得
意
図
な
く
と
も
。
学

説
彙
纂
四
七
巻
二
章
三
八
法
文
三
項
）
で
あ
っ
て
も
、
盗
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
我
々
は
性
愛
の
た
め
の
接
触
の
場
合
に
も
同
じ
こ
と
が

該
当
す
る
（
さ
ら
に
、
連
れ
出
す
こ
と
は
接
触
を
含
む
）
と
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
69
）P.�Caroni,�Q

uale�storia�per�il�diritto�ingabbiato�dal�co-
dice,�in:�N

orm
�und�T

radition

（
注
19
）,�77-108�

の
立
場
。

（
70
）
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
条
文
の
い
く
つ
か
は
、
ポ
テ
ィ
エ
、
ド
マ
の

著
作
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
文
字
通
り
の
引
き
写
し
で
あ
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。

（
71
）
こ
れ
に
つ
き
論
ず
る
の
はH

.�K
ooiker,�Lex�scripta�abrogata,�

D
e�derde�renaissance�van�het�Rom

einse�recht,�D
iss.�Gron -

（法政研究�87－4－78）
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ingen�1996.

（
72
）Gadam

er,�W
ahrheit�

（
注
52
）,�311.

ガ
ダ
マ
ー
は
こ
れ
以
上
殆

ど
論
じ
な
い
。

（
73
）
参
照�D

ilcher,�V
on�der�geschichtlichen�Rechtsw

issen-
schaft�zur�Geschichte�des�Rechts,�in:�N

orm
�und�T

radition�

（
注
19
）,�129-131.

（
74
）
ラ
ニ
エ
リ
のN

orm
�und�T

radition

（
注
19
）
に
対
す
る
書
評

ZSS�germ
.�A

bt.�118
（2001

）�703-714.

（
75
）C.�H

.�Bezem
er,�Sam

enloop�van�rechten,�Zeven�rechtshis-
torische�reflectie�op�een�them

a,�Groningen�2017.�

こ
の
こ
と
を

Padoa-Schioppa,�Il�diritto�com
m
une�in�Europa,in:N

orm
�und�

T
radition�

（
注
19
）,�193-207�

お
よ
び�R.�Schulze,�Strukturw

andel�
des�Privatrechts�und�Rechtsgeschichte,�in:�N

orm
�und�T

radi -
tion�

（
注
19
）,�262�

も
強
調
す
る
（
現
代
私
法
の
複
層
的
構
造
）。
学
生

達
は
現
代
実
務
に
携
わ
る
能
力
を
こ
の
よ
う
に
し
て
取
得
す
る
。

（
76
）
い
わ
ゆ
る
元
老
院
議
事
調
書G

esta�Senatus�
（�T

h.�M
om

-
m
sen,�T

hodosiani�libri�X
V
I,�vol.I,�Berlin�1904,�1-4

収
録
）。

（
77
）
な
ぜ
な
ら
、
東
部
皇
帝
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
は
、
四
三
八
年
二
月
十
五

日
こ
の
勅
法
集
成
を
公
布
し
拘
束
力
を
既
に
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。

議
事
調
書
抄
録
自
体
お
よ
び
成
立
日
に
つ
い
て
、L.�A

tzeri,�Gesta�
Senatus�Rom

ani�de�T
heodosiano�puplicando.�Il�codice�T

e -
odosiano�e�la�sua�diffusione�uffi

ciale�in�O
ccidente,�Berlin�

2008

、
施
行
に
つ
い
てA

.�J.�B.�Sirks,�D
ie�V

oraussetzungen�
und�M

ethode�von�Seeck�in�seinen�Regesten,�in�T
ijdschrift�

voor�Rechtsgeschiedenis�78�（2010

）,�422-426�

参
照
。

（
78
）
さ
ら
に
付
言
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
法
典
の
勅
法
す
べ
て
が
今

や
、
帝
国
全
体
に
妥
当
し
た
、
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
え
て
い
る
が
、

そ
う
で
あ
る
と
は
直
ち
に
は
受
け
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
四
四
七
年

の
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
追
加
勅
法
二
号
三
項
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

勅
法
は
統
治
東
西
分
離
以
降
は
発
布
さ
れ
た
帝
国
地
域
に
限
り
妥
当

す
る
。
た
だ
し
、
ワ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
帝
追
加
勅
法
二
六
号（
四

四
八
年
）
が
、
西
部
に
つ
き
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
追
加
勅
法
に
関
し
て

行
っ
た
よ
う
に
、
明
示
的
に
他
の
地
域
で
も
裁
可
し
、
公
布
さ
れ
た

場
合
は
別
で
あ
る
。

（
79
）
元
老
院
は
な
る
ほ
ど
依
然
と
し
て
元
老
院
議
決
を
決
議
す
る
こ

と
が
出
来
た
が
、
細
々
と
し
て
種
類
の
事
項
に
関
す
る
も
の
し
か

知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
我
々
の
知
る
唯
一
の
事
例
で
は
、
さ
ら

に
皇
帝
が
裁
可
し
て
い
る
。
参
照�P.�Garbarino,�A

ppunti�sulla�
conferm

a�im
periale�di�senatusconsulti�nel�tardo�im

pero�
rom

ano,�A
rchivio�Giuridico�204�（1984

）,�505-544.

（
80
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
学
問
理
論
に
由
来
す
る
ス
ト
ア
論
理
学

が
、（
一
度
は
衰
退
し
た
と
し
て
も
）、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
仲

介
に
よ
り
原
則
的
に
は
再
受
容
さ
れ
た
。
十
八
世
紀
末
以
降
は
じ
め

て
、
実
用
法
学
を
学
問
化
す
る
試
み
が
あ
り
（Sirks

論
文
注
18
参

照
）、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
新
た
な
（
実
証
主
義
的
）
科
学
理
論
で

再
び
取
り
上
げ
ら
た
が
、
今
で
は
別
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
り
、
ま

た
成
功
し
て
い
な
い
。

（
81
）
参
照N

.�van�der�W
al,�Edictum

�und�lex�edictalis,�RID
A
�

（87－4－79）
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1981,�292�ff.

（
82
）
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
ロ
ー
マ
法
化
し
て
い
な

い
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
事
情
は
異
な
る
。

（
83
）
モ
ム
ゼ
ン
の
見
解
で
は
、
法
は
頼
り
に
な
る
補
助
手
段
で
あ
る
、

す
な
わ
ち
、
碑
文
・
パ
ピ
ル
ス
等
々
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
信
頼

に
値
す
る
言
明
を
提
供
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
法
を
歴
史
的
事
実
の

単
な
る
集
塊
で
あ
る
と
見
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
こ
と
は
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
法
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
法
に
つ
き
、
あ
る
い
は
、
お
そ
ら

く
ギ
リ
シ
ャ
法
に
も
主
張
し
え
て
も
、
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
も
そ
の

後
の
法
に
も
該
当
し
な
い
。
古
典
期
ロ
ー
マ
法
は
す
で
に
、
専
門
家

が
学
び
、
教
え
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
体
系
で
あ
る
。
こ
の
体
系
を

理
解
す
る
た
め
に
は
、
対
象
と
す
る
時
代
の
か
か
る
専
門
家
の
立
場

に
身
を
移
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
比
喩
的
に
言
え
ば
、
そ
の

時
代
の
法
律
家
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
叶
わ
ぬ
と
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
努
力
を
重
ね
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
テ
キ
ス
ト
を
虚
心

に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
既
に
早
く
類
似
の
理
論
構
築
が
成
立
し
た

領
域
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば
、
神
学
、

医
学
、
更
に
あ
る
種
の
古
代
技
術
な
ど
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
に
し

て
初
め
て
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
。

（
84
）
同
旨Gadam

er,�W
ahrheit�（

注
52
）,�286,�308-309,�310-311.

（
85
）
参
照A

.�J.B.Sirks,�Change�of�paradigm
�in�contractus,�in�

:N
ova�ratione,�Change�of�paradigm

s�in�Rom
an�law

,�A
.�J.B.�

Sirks�ed.,�133-162

（
参
照
文
献
付
き
）。
ガ
ダ
マ
ー
に
つ
き
注
五
二

参
照
。

（
86
）
ル
イ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
、
資
料
を
校
訂
本
刊
行
に

よ
っ
て
開
拓
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。（
参
照Landau,�Be-

m
erkungen�

（
注
42
）,�119-120.

）。
そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、

今
日
で
は
、
ラ
テ
ン
語
ギ
リ
シ
ャ
語
の
習
得
が
ま
す
ま
す
貧
弱
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
必
要
な
の
は
、
む
し
ろ
翻
訳
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
近
代
語
訳
が
原
テ
キ
ス
ト
に
代
わ
る
歴
史
研
究
者
、
法
制

史
研
究
者
が
次
第
に
増
加
し
て
来
て
い
る
。
し
か
し
、
注
解
の
な
い

翻
訳
は
意
味
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
翻
訳
者
が
念
頭
に
置
い
た
こ
と

を
読
み
手
に
あ
る
程
度
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
、
翻
訳
を

説
明
し
、
解
釈
す
る
こ
と
と
な
る
。
法
的
資
料
の
翻
訳
お
よ
び
注
解

に
は
従
っ
て
、
資
料
の
十
分
な
法
知
識
を
無
条
件
に
必
要
と
す
る
。

歴
史
家
が
行
っ
た
法
領
域
の
資
料
の
今
ま
で
の
翻
訳
の
い
く
つ
か

は
、
改
善
を
必
要
と
す
る
か
、
な
い
し
は
通
り
一
遍
で
あ
る
。
例
え

ば
、
ア
ン
ジ
ェ
、
マ
ル
ク
ル
フ
両
法
書
に
つ
き�A

.�Rio�,T
he�For-

m
ularies�of�A

ngers�and�M
arculf:�T

w
o�M

erovingian�Legal�
H
andbooks,�Liverpool�2008

の
注
解
は
有
用
で
，
良
い
も
の
で
あ

る
が
、
法
制
史
家
と
の
共
同
作
業
で
行
わ
れ
て
い
た
ら
ば
、
も
っ
と

価
値
を
得
た
で
あ
ろ
う
。「
モ
ー
ゼ
法
・
ロ
ー
マ
法
対
照
集
成
」
に
つ

き
、R.�Frakes,�Com

piling�the�Collatio�legum
�M

osaicarum
�

et�Rom
anarum

�in�late�antiquity,�O
xford�2011

は
不
十
分
で

あ
る
。
私
の
書
評T

ijdschrift�voor�Rechtsgeschiedenis�81�
（2013

）,�282-289�

参
照
。

（
87
）
こ
こ
で
具
体
的
な
氏
名
著
作
に
言
及
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
。

そ
の
著
者
達
は
し
ば
し
ば
歴
史
学
界
に
お
い
て
抜
群
の
歴
史
家
と
さ

（法政研究�87－4－80）
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れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
と
し
て
、Liebs

の
書
評ZSS�rom

A
bt�

129

（2012

）,�711-724

、
私
の
書
評T

ijdschrift�voor�Rechtsge-�
schiedenis�85�

（2017

）,�65-78

。
因
み
に
、
一
八
七
五
年
、
ベ
ル
ナ

イ
ス
は
、
モ
ム
ゼ
ン
『
ロ
ー
マ
国
制
史
』
の
書
評
に
お
い
て
以
前
の

「
国
家
古
事
学
」
の
著
作
者
に
対
し
既
に
全
く
同
じ
非
難
を
し
て
い

る
。
参
照　

W
.�N

ippel,�Rationeller�Fortschritt

（
注
16
）247.

（
88
）
法
的
問
題
に
関
す
る
こ
と
を
度
外
視
す
れ
ば
、
こ
の
方
向
は
興

味
の
あ
り
、
社
会
学
的
に
有
益
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
、
法
に
つ
い
て
、
表
面
的
に
し
か
触
れ
な
い
。
こ
こ
に
法

的
に
新
し
い
成
果
が
で
た
、
と
自
称
す
る
人
が
時
に
あ
る
。
し
か
し

遺
憾
で
は
あ
る
が
、
新
し
い
こ
と
は
な
い
。
新
た
な
車
輪
は
発
明
さ

れ
た
が
、
目
論
ん
だ
よ
う
に
は
ま
だ
丸
く
は
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
な
の
に
、
こ
の
方
向
は
そ
の
こ
と
に
お
構
い
な
く
引
き
続
き
展

開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
大
学
歴
史
学
部
に
現
在
で
は
法
・
国
制
研
究
の
修
士
課
程
が

あ
る
。
法
制
史
の
本
格
的
教
育
は
そ
こ
で
は
な
い
。
同
じ
く
、
法
の

端
に
繋
が
る
の
は
、「
文
学
と
法
」
研
究
部
門
お
よ
び
教
育
で
あ
る
。

こ
れ
と
な
ら
ん
で
、
宗
教
史
学
に
お
い
て
法
に
対
す
る
関
心
が
近

時
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、�Journal�for�Religious�H

istory
誌�

37�

（2013

）�N
r.�4�

特
別
号
の
掲
載
論
文
は��„Law

,�T
heology,�and�

Praxis�ca.�1140-1380:�N
ew

�A
pproaches�to�the�Study�of�Law

�
and�T

heology�in�M
edieval�Europa“,�„Law

,�T
heology,�and�

M
orality:�Conceptions�of�the�Rights�to�Relief�of�the�Poor�

in�the�T
w
elfth�and�T

hirteenth�Centuries”�„T
he�Reception�

of�Gratian’s�T
ractatus�de�penitentia�and�the�Relationship�

betw
een�Canon�Law

�and�T
heology�in�the�Second�H

alf�
of�the�T

w
elfth�Cencury”,�„A

ttendant�to�a�H
igher�Judge:�

Com
peting�Paradigm

s�of�Legal�Practice�in�the�T
hought�of�

A
lexander�N

eckam
�

（1157-1217

）”,�„T
heology,�Practice,�and�

Policy�at�the�T
urn�of�the�T

hirteenth�Century:�the�Papacy�
and�Peter�Lom

bard”;

で
あ
る
。
さ
ら
に
、�J.�T

aliadoros,�Law
�

and�T
heology�in�T

w
elfth-Century�England:�T

he�w
orks�of�

M
aster�V

acarius�（c.�1115/20-c.�1200

）,�T
urnhout�2006.

（
89
）
ズ
ワ
レ
ブ
は
四
法
体
系
（
ユ
ス
・
コ
ム
ー
ネ
（
大
陸
普
通
法
）、

フ
ラ
ン
ス
法
、
ド
イ
ツ
法
、
英
法
）
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、�（
ユ
ス
・
コ
ム
ー
ネ
を
先
頭
に
）�

時
代
順
に
物
権
法
を
論
じ
、
ま

た
、
他
の
三
体
系
相
互
間
を
時
々
比
較
す
る
。W

.�J.�Zw
alve,�A

.�J.�
B.�Sirks,�Grundzüge�der�europäischen�Privatrechtsgeschi -
chite,�Einführung�und�Sachenrecht,�W

ien/K
öln/W

eim
ar�

2008.

（
90
）K.Zw

eigert,�H.Kötz,�Einführung�in�die�Rechtsvergleichung,�
Tübingen�1996�

（3.�A
ulf.).�

相
違
は
む
し
ろ
対
象
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
比
較
法
は
現
存
の
法
を
対
象
と
し
（
加
え
て
、
ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
、

ケ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
外
国
法
体
系
も
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
比
較
法
制
史

の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
す
ぐ
あ
と
の
叙
述
参
照
）、
法
制
史
は
過
去

の
法
を
対
象
と
す
る
。Zeigert/Kötz,�Einführung�8

：「
何
が
歴
史

的
研
究
を
比
較
法
研
究
と
区
別
す
る
の
か
、
ど
こ
で
一
方
が
終
わ
り
、

ど
こ
で
他
方
が
始
ま
る
の
か
、
ど
の
点
に
つ
い
て
法
制
史
家
が
発
言
を

（87－4－81）
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許
さ
れ
、
比
較
法
学
者
は
沈
黙
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
故

に
、
合
理
的
な
形
で
答
え
る
の
は
出
来
な
い
。
法
制
史
と
比
較
法
は
同

じ
幹
に
生
え
る
木
で
あ
り
、
両
者
は
双
子
姉
妹
で
あ
る
…
し
た
が
っ

て
、
次
の
こ
と
は
争
え
な
い
。
つ
ま
り
、
法
制
史
研
究
が
多
く
の
場
合

比
較
法
的
手
法
に
よ
り
行
わ
れ
、
ま
た
逆
に
、
問
題
の
解
決
の
た
め
に

発
達
し
た
規
則
の
、
歴
史
的
起
源
を
考
慮
し
て
は
じ
め
て
、
比
較
法
的

に
有
意
義
な
研
究
が
出
来
る
問
題
も
あ
る
」。
ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
、
ケ
ッ

ツ
に
よ
れ
ば
、「
比
較
法
学
は
、
ま
ず
、
世
界
の
様
々
な
法
秩
序
相
互

比
較
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
」。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、Zw

eigert,�Kötz,�
Einführung,�3�und�8ff.�

も
言
及
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法

的
相
違
の
解
消
、
と
言
わ
ず
と
も
減
少
が
達
成
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
最

終
的
に
は
、
単
一
の
世
界
法
の
成
立
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
限
り
で
、

本
来
的
に
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。
比
較
法
が
法
統
一
に
至
る
は
ず

で
あ
る
と
い
う
の
は
、
方
法
論
的
に
内
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ

と
は
独
立
し
た
要
請Postulat

で
あ
る
。
方
法
は
、
本
質
的
に
解
釈
学

的
手
続
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
他
国
法
お
よ
び
自
国
法
の
よ
り
良
い
理

解
に
導
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
自
国
法
を
改
善
す
る
こ
と
は
成

る
程
十
分
に
考
え
ら
れ
が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
な
い
。

（
91
）
ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
、
ケ
ッ
ツ�

は
い
ず
れ
に
し
て
も
「
機
能
主
義
的

に
」
こ
の
立
場
で
あ
る
、Zw

eigert/K
ötz,�Einführung�

（
前
注
）。

ゲ
ン
ツ
マ
ー
が
、
既
に
こ
の
立
場
で
あ
る
。
参
照F.�Schäfer�V

i-
sionen�und�W

issenschaftsm
anagem

ent,�D
ie�Gründug�eines�

M
ax-Planck-Instituts�für�eiropäische�Rechtsgeschichite,�

ZEuP�2009,�517-535�518　

ゲ
ン
ツ
マ
ー
は
、
当
初
、
比
較
法
制
史

研
究
所
の
設
立
を
構
想
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
学
者
は
、
比

較
法
学
の
長
所
は
自
国
法
の
改
善
な
い
し
同
化
に
あ
る
と
考
え
る
。

因
み
に
、
法
は
か
く
も
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
高
度
に
規
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、（
全
面
的
な
）
法
の
統
一
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。

（
92
）
参
照�Zw

eigert/K
ötz,�Einführung�（

注
90
）,�9.

（
93
）
参
照B.�R.�Zim

m
erm

ann,�Röm
isches�Recht�und�europäischen�

Rechtskultur,�JZ�62

（2007

）,�1-12.

（
94
）
た
と
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
史
に
お
け
る
契
約
、
次
い
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
比
較
法
に
お
け
る
契
約
。

（
95
）Zw

eigert/K
ötz,�Einführung�（

注
90
）,�4-5.

（
96
）R.�W

estbrook,�A
�H

istory�of�N
ear�Eastern�A

ncient�Law
,�

Leiden�2003.�

こ
の
研
究
で
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
図
式
を
立

て
、
そ
れ
に
従
っ
て
各
寄
稿
者
が
分
担
し
て
執
筆
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
成
立
し
た
。
確
か
に
、「
こ
の
図
式
は
近
代
の
も
の
で
あ
っ
て
、
古

代
社
会
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
批
判
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
い
ろ
い
ろ
の
法
を
あ
る
程
度
は
と
も
か
く
比
較
が

可
能
で
あ
る
。
近
東
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
法
体
系
間
を
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
述
の
疑
念
が
緩
和
さ
れ
る
。
ウ
ェ

ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
こ
の
地
域
の
法
に
は
共
通
性
が
高
く
、
近
東

の
法
（
単
数
）
と
呼
び
う
る
、
と
の
見
解
で
あ
り
、「
家
族
法
」「
契

約
」
な
ど
の
通
例
の
類
型
を
維
持
し
た
。
つ
ま
り
、
ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
、

ケ
ッ
ツ
の
い
う
第
二
の
可
能
性
で
あ
る
。
同
様
の
立
場
を
示
す
の

は
、U

.M
anthe,�D

ie�Rechtskurturen�der�A
ntike,�V

om
�A

lten�

（法政研究�87－4－82）
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O
rient�bis�zum

�Röm
ischen�Reich,�M

ünchen�2003.

（
97
）
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
研
究
計
画
は
「
古
代
地
中
海
、
近
東
、
イ
ン
ド
、

中
国
の
草
創
期
か
ら
紀
元
六
世
紀
ま
で
の
す
べ
て
の
法
的
伝
統
を
対

象
と
し
、
包
括
的
・
体
系
的
・
比
較
的
考
察
を
提
供
す
る
こ
と
を
企

図
」
し
て
い
る
。
中
国
唐
時
代
も
対
象
に
含
め
る
た
め
に
、
中
国
に

つ
い
て
は
七
世
紀
ま
で
拡
大
す
る
。
そ
こ
で
は
、
比
較
の
た
め
に「
法

と
テ
キ
ス
ト
」「
法
と
国
家
」「
社
会
統
制
」
さ
ら
に
は
「
所
有
権
」「
契

約
」
と
い
う
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
選
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
広
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
と
違
っ
た
選
択
も
あ
り

う
る
が
、
い
ず
れ
の
選
択
に
も
そ
れ
ぞ
れ
賛
否
が
あ
ろ
う
。
上
述
の

基
準
は
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
が
比
較
の
た
め
に
十
分
で
あ
る
か
は
、

計
画
が
完
了
し
た
段
階
で
明
ら
か
と
な
る
。
イ
ベ
ッ
ト
ソ
ン
は
、
古

代
の
法
体
系
を
相
互
に
比
較
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。
そ
の
場

合
は
、
理
解
過
程
が
一
層
難
し
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
研
究
者
と
対

象
の
間
隙
を
橋
渡
し
す
る
必
要
の
み
な
ら
ず
、
異
な
る
対
象
間
の
橋

渡
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
98
）
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
法
制
史
を
比
較
法
の
一
部
と
み
る
こ
と

と
な
る
、
参
照Norm

�und�Tradition�（
注
37
）。
そ
れ
は
正
し
い
。
と

い
う
の
は
、
比
較
法
で
は
常
に
、
比
較
は
そ
も
そ
も
可
能
か
と
い
う
問

題
が
つ
き
ま
と
う
か
ら
で
あ
る
。
ユ
ス
・
コ
ム
ー
ネ
は
、
実
際
に
、
大

部
分
共
通
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
法
制
史
家
の
中
に
、
法
制
史
、
特
に
、

ロ
ー
マ
法
に
新
し
い
役
割
に
期
待
す
る
人
々
が
い
る
（
特
に
チ
ン
マ
ー

マ
ン
が
提
唱
、Zim

m
erm

ann,�Savignys�Verm
ächtnis,�in:Norm

�
und�Tradition�（

注
19
）,�281-321�

こ
れ
に
対
し
て
異
論
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。Ogorek,�D

ie�Erbschaft�ausschlagen?��in:N
orrm

�und�
Tradition�

（
注
19
）,�181-191�

お
よ
び�Padoa-Schioppa,�Il�diritto�

com
m
une�in�Europa,�in:�Norrm

�und�Tradition�

（
注
19
）193-207�

現
代
法
の
五
層
の
規
範
構
造
を
指
摘
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
生
じ
て

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
批
判
的
運
動
・
政
党
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
理
念
は
、

一
歩
先
に
行
き
過
ぎ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
提
唱
並
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民

法
典
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
聞
か
れ
な
い
。

（
99
）
そ
の
場
合
は
、
認
識
す
る
主
体
が
適
切
に
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。

（
100
）Gadam

er,�W
ahrheit�

（
注
52
）,�289

：「
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
た

ち
の
先
入
見
す
べ
て
を
た
え
ず
試
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
実

際
に
は
、
現
在
の
地
平
は
つ
ね
に
生
成
さ
れ
続
け
て
い
る
…
し
た

が
っ
て
、
現
在
の
地
平
は
、
過
去
な
し
で
は
形
成
さ
れ
な
い
。
獲

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
歴
史
的
地
平
が
存
在
し
な
い
よ
う

に
、
現
在
の
地
平
そ
の
も
の
も
そ
れ
自
体
で
形
成
さ
れ
な
い
。
む
し

ろ
理
解
と
は
い
つ
も
、
そ
の
よ
う
に
そ
れ
自
体
で
存
在
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
地
平
の
融
合
の
過
程
で
あ
る
」（
前
掲
訳
書
二
巻
四

七
九
頁
）。
次
い
で
、
ガ
ダ
マ
ー
は
、
古
い
も
の
新
し
い
も
の
が
繰

り
返
し
て
、
一
方
が
他
方
を
明
示
的
に
廃
棄
せ
ず
に
、
繰
り
返
し

て
、
生
き
生
き
と
通
用
に
至
り
、
そ
の
例
と
し
て
、
伝
承
を
挙
げ
る
。

こ
れ
は
正
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
例
は
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
ふ
く

む
。
伝
承
は
創
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
を
意
味
づ
け
る
た
め

に
過
去
を
案
出
す
る
。
参
照E.�H

obsbaw
m
,�T

he�invention�of�
tradition,�Cam

bridge�1983.�

（
訳
完
）

（87－4－83）
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［
訳
者
付
記
］

ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
・
シ
ル
ク
スBoudew

ijn�Sirks

教
授
（
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授Em

eritus

、
オ
ー
ル
・
ソ
ウ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ

ジ　

フ
ェ
ロ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
学
士
院
会
員
）
は
、
一
九
四
七
年
オ
ラ
ン

ダ
・
ハ
ー
グ
で
生
ま
れ
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
法
学
部
Ｒ
．
フ
ェ
ー
ン
シ
ュ

ト
ラ
教
授
の
も
と
で
法
制
史
の
研
究
を
始
め
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学

Ｈ
．
ア
ン
ク
ム
教
授
の
助
手
・
講
師
を
経
て
、
一
九
九
七
年
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
大
学
法
学
部
教
授
に
就
任
、
そ
の

後
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
欽

定
ロ
ー
マ
法
講
座
教
授
を
勤
め
た
。
特
に
古
代
後
期
ロ
ー
マ
法
、
ま
た
、

法
律
パ
ピ
ル
ス
学
に
関
す
る
現
在
の
第
一
人
者
と
目
さ
れ
る
。
著
作

に
古
代
ロ
ー
マ
の
食
糧
供
給
に
関
す
る
法
的
問
題
を
論
ず
るFood�for�

Rom
e:�the�Legal�Structure�of�the�T

ransportation�and�Pro -
cessing�of�Supplies�for�the�Im

perial�D
istributions�in�Rom

e�
and�Constantinople,�J.C.�Gieben�1991

、
長
年
の
テ
オ
ド
シ
ウ
ス

法
典
研
究
の
集
大
成
で
あ
る�T

he�T
heodosian�Code,�a�Study,�

Friedrichsdorf�2007

が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
多
数
の
編
著
論
文
を
精

力
的
に
公
表
し
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
の
傍
ら
、
古
代
法
史
国
際
協
会SIH

D
A

（Société�Interna-
tionale�Fernand�D

e�V
isscher�pour�l’H

istoire�des�D
roits�de�

l’A
ntiquité

）
の
有
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
中
で
あ
り
、

わ
が
国
に
も
二
〇
一
三
年
三
月
福
岡
工
業
大
学
で
開
催
の
学
説
彙
纂
詮

釈
研
究
深
化
を
目
的
と
す
る
ロ
ー
マ
法
国
際
コ
ロ
キ
ウ
ム
の
機
会
に
来

日
（
そ
の
会
議
論
文
集A

us�der�W
erkstatt�röm

ischer�Juristen,�

V
orträge�der�Europäisch-O

stasiatischen�T
agung�2013�in�Fu-

kuoka,hrgg.�U
.�M

anthe,�Sh.�N
ishim

ura,�M
.�Igim

i,�D
unker�&

�
H
um

blot,�Berlin�2016�

［ISBN
978-3-428-14398-6

］,�375-384�

にZum
�

Schadensersatzanspruch�bei�der�Lex�A
quilia�anhand�von�D

.9,�
2,�54�und�55�und�eine�Bem

erkung�zu�D
.�9,�2,�56

と
題
す
る
論

文
を
寄
稿
）、
ま
た
、
二
〇
一
九
年
二
月
東
京
大
学
葛
西
康
徳
教
授
の

招
へ
い
で
講
演
（
題
目
「consideration,�quid�pro�quo:�a�Rom

an�
law

�orgin�?

」
法
制
史
学
会
東
京
部
会
共
催
）
の
た
め
再
訪
さ
れ
、
日

本
の
研
究
者
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ
た
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
法
学

部
法
制
史
講
座
開
設
百
年
記
念
の
「Geschichtliche�Rechtsw

issen-
schaft��dam

als�und�heute

」
と
題
す
る
招
待
講
演
（Gechichitliche�

Rechtsw
issenschaft�,�100�Jahre�H

eidelberger�Institut�

（1918-
2018

）�H
rg.Chritian�Baldus,�Christian�H

attenhauer,�K
laus-Pe-

ter�Schroeder,�M
iscellanea�Juridica�H

eidelbergensia�7,�Jeder-
m
ann-V

erlag�Gm
bH

,�H
eidelberg�2018,

（ISBN973-3-86825-324-5

）

147-180

に
印
刷
公
表
）
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
法

制
史
学
、
ま
た
、
法
律
学
の
基
本
問
題
に
も
深
く
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
、

教
授
の
快
諾
を
得
て
、
こ
こ
に
拙
訳
を
試
み
る
。
た
だ
、
ガ
ダ
マ
ー
の

議
論
の
検
討
も
ふ
く
め
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
し
か
も
圧
縮
し
た
表

現
に
よ
り
論
旨
が
展
開
し
て
い
る
た
め
、
訳
者
が
思
わ
ぬ
誤
り
を
犯
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
、［　

］
内
に
掲
載
書
頁
数
を
示
し
、
読

者
諸
賢
の
ご
教
示
を
仰
ぐ
。

（法政研究�87－4－84）




